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投票所入場券 �

平成29年4月� 4

秋　田　県　知　事�
秋田県議会議員補欠　

選挙�

投票日は４月９日（日）です�
　秋田県知事選挙及び秋田県議会議員補欠選挙の投票日は、４月９日です。�

　これからの県政を託すにふさわしい人を選ぶ大切な選挙です。棄権せずにぜひ投票しましょう。�

選挙は 県知事選挙 と 県議会議員補欠選挙 の２つです�

●県知事選挙の投票� ●県議補欠選挙の投票�

県知事選挙�

候補者名を書いて投票�

○
○
○�

県議補欠選挙�

候補者名を書いて投票�

△
△
△�

投票日当日の投票時間�

投　票　所　名�

落合投票区�
勝平投票区�

その他の投票区�

鯉　川、鹿渡南、鹿渡北、新屋敷、大　町、�
林　崎、木戸沢、長　面、達　子、金光寺、�
豊　岡、北金岡、川　尻、鵜　川、大　曲、�
浜　田、大　口、釜　谷、芦　崎の各投票区�

�

投　票　時　間�

午前７時～午後６時まで�
閉鎖時間を２時間繰り上げますので、�
ご承知おきください。�

午前７時～午後７時まで�

閉鎖時間を１時間繰り上げます。�

　投票所入場券は、有権者１人につきハガキ１枚（ピンク色）で３月中に発送しています。入場券で投票所と

投票時間を確認し、投票の際に持参してください。入場券が届かない、あるいは失くしてしまった場合でも、

選挙人名簿に登録されていることが確認できれば、投票することができますので、投票所の職員に申し出てく

ださい。�
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　八竜農村環境改善センター、琴丘地域拠点センター（総　八竜農村環境改善センター、琴丘地域拠点センター（総合支所）、山本総合支所の３か合支所）、山本総合支所の３か所に期日前投票所を開設し所に期日前投票所を開設し

ます。ます。�

�

期日前投票期間期日前投票期間　　　　～４月８日（土）（土）まで　　　まで　　　投票時間投票時間　　午前８時　　午前８時30分～午後８時まで分～午後８時まで�

　八竜農村環境改善センター、琴丘地域拠点センター（総合支所）、山本総合支所の３か所に期日前投票所を開設し

ます。�

�

期日前投票期間　　～４月８日（土）まで　　　投票時間　　午前８時30分～午後８時まで�

期日前投票�

　病院や老人ホームに入院・入所中あるいは他

市町村に滞在中など、一定の事由により投票日

に投票できない人は入院・入所中の病院や老人

ホーム（指定病院等に限る）、あるいは滞在先

の選挙管理委員会で、事前に不在者投票するこ

とができます。�

　不在者投票の手続など詳しいことは、選挙管

理委員会にお問い合わせください。�

郵便投票による不在者投票��

　身体に重度の障害のある方など（法律の定めに該当する人）

は、郵便投票ができます。投票日の４日前（４月５日）まで

に「郵便等投票証明書」を提示して所定の請求書により投票

用紙等の請求を行います。�

　この制度を利用される場合は、「郵便等投票証明書」が必

要となりますので、交付手続など詳しいことについては、お

早めに選挙管理委員会へお問い合わせください。�

不在者投票�

期日前投票所の開設期間　（開設日◆）　※いずれの期日前投票所でも投票可�

投票日�

期日前投票所名�

八竜農村環境改善センター�

琴丘地域拠点センター（総合支所）�

山本総合支所�

◆�

1日�
（土）�

◆�

◆�

◆�

◆�

◆�

2日�
（日）�

◆�

◆�

◆�

3日�
（月）�

◆�

◆�

◆�

4日�
（火）�

４月�

◆�

◆�

◆�

5日�
（水）�

◆�

◆�

◆�

6日�
（木）�

◆�

◆�

◆�

7日�
（金）�

◆�

◆�

◆�

8日�
（土）�

※期日前投票期間中に18歳

となる人については、誕

生日の前日以降でなけれ

ば、期日前投票はできま

せん。それ以前に投票す

る場合は、不在者投票を

ご利用ください。�

　三種町で投票できるのは、日本国籍を有する

人で、次の要件を満たし、本町の選挙人名簿に

登録されている人です。�

①　　　平成11年４月10日以前生まれ�

②－１　平成28年12月22日までに町内に住所

がある（知事選）�

②－２　平成28年12月30日までに町内に住所

がある（県議会補欠選）�

※　三種町に名簿登録となっている方で県内の

他市町村に転出された方は、転出先の市町村長

の証明書の提示があれば、三種町で投票できま

す。�

�

学生の選挙権��

　大学や専門学校等に修学のため、親元を離れて寮や下宿（ア

パート）などに居住している学生の住所は、原則として寮や

下宿の所在地にある（最高裁判例）とされていますので、住

民票を三種町にそのまま残している学生は、三種町では投票

できません。また、修学地の市町村でも住民登録が無いため、

選挙人名簿に登録されませんのでご注意ください。�

　投票するためには、実際に居住している寮や下宿（アパー

ト）などの所在地の市町村に住民票を移すことが必要です。�

三種町で投票できる人�

◆お問い合せ先　三種町選挙管理委員会　TEL74－6422

※12月23日～30日までに転入された方は、４月１日以降に県知事選・県議補欠選に投票することができます。�
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施�

政�

方�

針�

移
住
定
住
関
係
に
つ
い
て
�

第
２
次
三
種
町
総
合
計
画
に
つ
い
て
�

ク
ア
オ
ル
ト
事
業
に
つ
い
て
�

財
政
運
営
方
針
に
つ
い
て
�

三　種　町�
議会定例会�

平成29年３月�

　平成29年３月三種町議会定例会が、３月７日から
17日の会期で開催されました。�
　平成29年度三種町一般会計予算（案）など議案等
42件を審議し、原案どおり可決されました。　�
　開会初日に町長が施政方針と行政報告を行いました
ので、その主な趣旨と審議された主な議案についてお
伝えします。�

��

　
こ
れ
か
ら
の
行
政
運
営
で
は
「
人
口

減
少
社
会
」
へ
の
対
応
が
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
わ
た
っ
て
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
、
今
後
と
も
持
続
可
能
な
行
財
政
運

営
に
努
め
ま
す
。�

　
ま
た
、
町
政
を
推
進
し
、
組
織
の
機

能
を
高
め
て
い
く
た
め
に
、
「
三
種
町

人
材
育
成
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
時

代
の
変
化
や
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
創

造
性
に
富
む
柔
軟
な
人
材
を
育
て
る
た

め
、
研
修
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
と
と
も

に
、
人
材
育
成
型
の
人
事
評
価
制
度
の

運
用
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。�

���

　
平
成
29
年
度
の
当
初
予
算
編
成
に
当

た
っ
て
は
既
存
事
業
の
見
直
し
に
よ
る

選
択
と
集
中
を
図
り
、
新
規
・
拡
充
事

業
等
の
財
源
の
確
保
を
基
本
と
し
、
メ

リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
編
成
を
行
い
ま
し

た
。�

　
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、
人
口
減
少

対
策
へ
の
対
応
を
含
め
、
本
町
の
諸
情

勢
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
住
民
生
活
に

密
着
し
た
事
業
を
中
心
に
、
①
住
民
生

活
環
境
施
設
の
整
備
②
雇
用
対
策
推
進

事
業
の
継
続
③
地
域
特
性
を
活
か
し
た

産
業
振
興
対
策
④
暮
ら
し
の
安
心
確
保

対
策
、
以
上
の
４
分
野
を
重
点
事
業
と

し
て
位
置
づ
け
、
地
域
活
性
化
の
推
進

及
び
住
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の

実
現
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。�

��

　
「
第
１
次
三
種
町
総
合
計
画
」
を
継

承
し
、
三
種
町
の
将
来
像
の
実
現
に
向

け
取
り
組
む
べ
き
施
策
の
方
向
を
示
し
、

積
極
的
に
事
業
の
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
誰
も
が
安
全
・
安
心
で
豊
か
に
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。�

　
「
三
種
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
に
お
け
る
「
人
口
減
少

に
対
応
し
た
政
策
」
や
「
能
代
山
本
定

住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
け
る

「
広
域
が
共
同
し
て
取
り
組
む
政
策
」

な
ど
と
本
計
画
を
相
互
に
関
連
さ
せ
な

が
ら
、
統
一
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と

に
よ
り
、
効
率
的
に
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。�

���

　
平
成
29
年
６
月
頃
に
は
、
日
本
ク
ア

オ
ル
ト
研
究
所
よ
り
「
釜
谷
浜
サ
ン
セ

ッ
ト
コ
ー
ス
」
が
「
ク
ア
の
道
」
と
し

て
認
定
さ
れ
る
運
び
で
、
「
琴
丘
ク
ア

の
古
道
コ
ー
ス
」
と
「
森
岳
温
泉
石
倉

山
コ
ー
ス
」
と
合
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

特
徴
の
あ
る
３
コ
ー
ス
が
完
成
す
る
予

定
で
す
。�

　
ク
ア
オ
ル
ト
事
業
の
推
進
に
は
、
食

生
活
か
ら
の
健
康
づ
く
り
も
重
要
で
あ

り
、
昨
年
、
一
年
間
を
か
け
て
ク
ア
オ

ル
ト
健
康
食
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
を
実
施

し
ま
し
た
。
町
内
の
３
事
業
者
か
ら
参

加
い
た
だ
き
、
こ
の
度
、
よ
う
や
く
完

成
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。�

　
適
度
な
運
動
、
健
康
食
、
温
泉
入
浴

の
セ
ッ
ト
で
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を

図
れ
る
こ
と
が
、
一
つ
の
観
光
資
源
に

も
な
り
う
る
も
の
と
考
え
ま
す
。�

���

　
東
京
都
内
に
、
毎
月
１
回
定
期
的
に
、

三
種
町
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
る

拠
点
を
設
け
ま
し
た
。�

　
移
住
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
三
種
町
の

安
全
安
心
な
農
産
物
の
販
売
、
ふ
る
さ

と
納
税
や
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
Ｐ
Ｒ
な
ど

を
行
う
と
と
も
に
、
三
種
町
出
身
者
や

三
種
町
に
関
心
の
あ
る
首
都
圏
在
住
者

が
交
流
す
る
こ
と
で
、
双
方
が
利
益
と

な
る
関
係
を
築
け
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。�

�

クアオルト食の開発�
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福
祉
関
係
に
つ
い
て
�

三
種
町
防
災
行
政
無
線
統
合
整
備
�

事
業
に
つ
い
て
�

健
康
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
�

に
つ
い
て
�

国
民
健
康
保
険
事
業
の
広
域
化
に
�

つ
い
て
�

自
治
会
関
係
に
つ
い
て
�

農
業
関
係
に
つ
い
て
�

��

　
自
治
会
長
等
会
議
は
、
こ
れ
ま
で
同

様
に
旧
小
学
校
区
単
位
の
８
箇
所
で
開

催
し
、
広
く
住
民
の
声
を
お
聴
き
し
、

町
政
に
反
映
し
て
参
り
ま
す
。�

　
人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど
の
地
域
課

題
の
解
決
に
向
け
て
、
協
働
で
地
域
の

活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。�

����

　
平
成
28
年
度
よ
り
２
か
年
計
画
で
整

備
し
て
い
ま
す
。�

　
平
成
29
年
度
に
は
、
戸
別
受
信
機
を

除
く
す
べ
て
の
施
設
が
完
成
す
る
予
定

で
、
新
し
く
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
る
登
録

型
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
や
電
話
対
応

サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
い
て
、
広
報
や
チ
ラ

シ
配
布
、
自
治
会
説
明
会
を
開
催
し
、

町
民
の
皆
様
に
周
知
を
図
り
ま
す
。�

�������������

��

　
保
育
料
の
助
成
を
は
じ
め
と
し
た
子

育
て
世
代
に
係
る
費
用
負
担
の
軽
減
や
、

多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に
努
め
ま

す
。�

　
ま
た
、
外
出
支
援
を
は
じ
め
除
排
雪

支
援
、
生
き
が
い
活
動
支
援
な
ど
の
各

種
事
業
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
社
会

福
祉
協
議
会
や
民
生
児
童
委
員
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
と
も
連
携
を
し
な
が
ら

地
域
福
祉
の
向
上
を
図
り
ま
す
。�

　
障
が
い
福
祉
に
お
い
て
は
、
地
域
で

自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
家
庭
・

地
域
・
施
設
等
の
連
携
に
努
め
る
ほ
か
、

相
談
支
援
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
り

ま
す
。�

　
介
護
保
険
事
業
で
は
、
介
護
予
防
の

取
り
組
み
や
地
域
で
の
支
え
合
い
活
動

で
あ
る
地
域
支
援
事
業
を
積
極
的
に
展

開
す
る
ほ
か
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
が

連
携
し
た
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
確
立
に
努
め
ま
す
。�

����

　
健
康
づ
く
り
に
は
、
生
活
習
慣
の
改

善
、
感
染
症
等
の
予
防
、
ま
た
疾
病
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
重
要
で
す
。�

　
が
ん
検
診
費
用
の
助
成
に
つ
い
て
は
、

40
歳
の
検
診
費
用
無
料
化
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
脳
ド
ッ
ク
費
用
の
助
成
も

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。�

　
母
子
保
健
対
策
と
し
て
は
、
妊
婦
や

乳
幼
児
の
健
診
、
相
談
活
動
を
充
実
す

る
と
と
も
に
、
18
歳
ま
で
の
医
療
費
自

己
負
担
無
料
化
を
実
施
し
ま
す
。�

　
歯
科
保
健
に
つ
い
て
は
、
幼
児
か
ら

中
学
生
ま
で
の
フ
ッ
化
物
洗
口
を
継
続

し
、
８
０
２
０
運
動
を
継
続
し
、
歯
科

健
診
助
成
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。�

　
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
で
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

チ
ェ
ッ
ク
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
も
継

続
し
、
よ
り
気
軽
に
相
談
で
き
る
環
境
、

体
制
整
備
に
努
め
ま
す
。�

����

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
財
政
運
営
の

責
任
主
体
が
都
道
府
県
に
移
る
平
成
30

年
度
に
向
け
、
29
年
度
は
最
終
調
整
が

行
わ
れ
ま
す
。
市
町
村
が
県
へ
納
め
る

こ
と
に
な
る
国
保
事
業
費
納
付
金
は
、

当
町
は
県
平
均
を
上
回
り
、
一
人
当
た

り
国
保
税
推
計
額
が
19
％
増
え
る
と
見

込
ま
れ
ま
す
。�

��

　
第
１
に
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・

集
約
化
を
更
に
加
速
化
さ
せ
る
た
め
、

農
地
中
間
管
理
機
構
に
よ
る
農
地
の
出

し
手
と
受
け
手
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
推
進

し
ま
す
。�

　
第
２
に
、
米
の
直
接
支
払
交
付
金
が
、

平
成
30
年
産
米
か
ら
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

国
で
は
、
ナ
ラ
シ
対
策
を
今
後
も
継
続

し
ま
す
が
、
新
た
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
と
し
て
収
入
保
険
制
度
を
創
設
し
て

い
ま
す
。�

　
第
３
に
、
米
政
策
の
見
直
し
は
、
大

豆
や
飼
料
用
米
な
ど
で
需
要
の
あ
る
作

物
の
生
産
を
振
興
し
、
自
ら
の
経
営
判

断
に
よ
り
作
物
を
選
択
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。�

　
第
４
に
、
日
本
型
直
接
支
払
制
度
は
、

農
業
経
営
者
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環

境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
地
域
一
体

と
な
っ
て
「
強
い
農
業
」
を
つ
く
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。�

　
農
地
中
間
管
理
機
構
に
よ
る
農
地
の

マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
更
に
伸
び

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。�

　
担
い
手
育
成
と
し
て
は
、
認
定
農
業

者
や
集
落
営
農
組
織
、
農
業
生
産
法
人

の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
青
年
や
女

性
就
農
者
の
育
成
支
援
、
シ
ニ
ア
世
代

の
農
業
参
入
の
検
討
や
農
業
後
継
者
対

策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。�

　
土
地
利
用
型
作
目
に
お
い
て
は
、
稲

作
の
低
コ
ス
ト
化
を
支
援
し
て
い
く
と

と
も
に
、
複
合
経
営
の
定
着
と
通
年
型

畑
作
物
振
興
策
を
推
進
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
農
産
物
・
農
産
加
工
品
の
販

売
促
進
や
６
次
産
業
化
を
支
援
し
、
町

の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
に
取

り
組
み
ま
す
。�

　
林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
広
葉
樹
林

の
再
生
を
進
め
ま
す
。
ま
た
引
き
続
き

松
く
い
虫
対
策
を
進
め
、
被
害
木
の
早

期
伐
倒
処
理
、
沿
岸
等
の
マ
ツ
林
の
保

全
に
努
め
ま
す
。�

石倉山に建設中の無線鉄塔�
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上
下
水
道
事
業
及
び
温
泉
事
業
に
�

つ
い
て
�

教
育
行
政
方
針
に
つ
い
て
�

建
設
事
業
関
係
�

商
工
観
光
事
業
に
つ
い
て
�

　
雇
用
対
策
推
進
事
業
の
継
続
に
つ
い

て
は
、
商
工
会
等
と
連
携
し
「
地
域
雇

用
創
出
推
進
事
業
」
と
「
資
格
取
得
支

援
事
業
」
を
継
続
し
、
就
業
機
会
の
拡

大
と
雇
用
の
促
進
に
努
め
ま
す
。�

　
融
資
利
子
補
給
制
度
等
に
つ
い
て
は
、

「
マ
ル
三
」
「
小
口
」
及
び
「
マ
ル
経
」

制
度
を
継
続
し
ま
す
。�

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
助
成
事

業
に
つ
い
て
は
、
発
行
額
を
増
額
し
、

運
用
に
つ
い
て
も
事
業
検
証
に
基
づ
き

検
討
し
ま
す
。�

　
地
域
特
性
を
活
か
し
た
産
業
振
興
対

策
に
つ
い
て
は
、
日
本
一
の
じ
ゅ
ん
さ

い
の
振
興
の
た
め
「
三
種
町
森
岳
じ
ゅ

ん
さ
い
の
里
活
性
化
協
議
会
」
と
、
「
地

域
会
社
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぷ
る
る
ん
」
が
、

じ
ゅ
ん
さ
い
の
生
産
と
営
業
活
動
の
牽

引
役
と
な
り
、
じ
ゅ
ん
さ
い
産
業
全
体

の
活
性
化
を
進
め
、
生
産
者
等
の
所
得

向
上
を
図
り
ま
す
。�

　
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
県
及
び
台

北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
交
流
の
促
進
を
目
指
し
ま
す
。�

　
第
三
セ
ク
タ
ー
の
指
定
管
理
施
設
に

つ
い
て
、
い
ず
れ
も
経
営
状
態
は
順
調

で
す
が
、
こ
れ
に
慢
心
せ
ず
今
後
も
健

全
経
営
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
指
導
に
努

め
ま
す
。�

���

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
に
つ
い

て
は
、
継
続
し
て
事
業
を
進
め
ま
す
。�

　
町
営
住
宅
建
築
に
つ
い
て
は
、
大
町

住
宅
、
千
刈
田
住
宅
の
建
替
え
工
事
を

引
き
続
き
行
っ
て
参
り
ま
す
。�

　
交
通
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
各

自
治
会
か
ら
の
要
望
事
項
に
対
応
し
た

生
活
関
連
道
路
や
側
溝
等
の
整
備
、
更

に
は
傷
ん
だ
道
路
舗
装
の
補
修
な
ど
、

町
民
生
活
の
安
全
安
心
の
た
め
、
事
業

を
実
施
し
ま
す
。�

　
三
種
川
改
修
整
備
に
つ
い
て
は
、
牛

沢
橋
ま
で
の
河
道
掘
削
が
進
ん
で
お
り
、

引
き
続
き
町
と
し
て
の
協
力
体
制
を
維

持
し
て
参
り
ま
す
。
　�

　
国
道
７
号
大
曲
歩
道
整
備
事
業
で
は
、

現
地
調
査
が
完
了
し
、
用
地
関
係
者
へ

の
個
別
交
渉
も
進
ん
で
い
ま
す
。
平
成

29
年
度
に
お
い
て
一
部
工
事
を
行
い
、

完
成
し
た
姿
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う

に
す
る
計
画
と
伺
っ
て
お
り
、
町
で
は

今
後
も
事
業
が
円
滑
に
進
む
よ
う
協
力

し
て
参
り
ま
す
。�

���

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
良
質
な
水
源

の
確
保
・
保
全
を
行
い
、
安
全
で
安
心

な
水
道
水
の
安
定
的
供
給
に
努
め
ま
す
。�

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
釜
谷
地

区
農
業
集
落
排
水
の
公
共
下
水
道
へ
の

接
続
工
事
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。
ま

た
、
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
の

加
入
促
進
と
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

促
進
を
図
り
、
水
質
保
全
と
快
適
な
生

活
環
境
の
維
持
・
改
善
に
努
め
ま
す
。�

　
温
泉
事
業
に
つ
い
て
は
、
森
岳
温
泉

施
設
改
良
実
施
設
計
を
も
と
に
、
計
画

的
な
施
設
・
設
備
の
改
修
を
図
り
な
が

ら
、
安
定
し
た
供
給
と
経
営
に
努
め
ま

す
。�

���

　
学
校
教
育
で
は
、
「
生
き
る
力
」
を

育
む
教
育
を
推
進
し
、「
知
・
徳
・
体
」

の
調
和
の
と
れ
た
人
間
の
育
成
に
努
め

ま
す
。�

　
特
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
た
い
こ

と
と
し
て
、
一
つ
は
、
「
す
べ
て
の
子

ど
も
達
に
身
に
付
け
さ
せ
た
い
行
動
」

と
し
て
、
時
間
を
守
る
事
、
整
理
・
整

頓
や
清
掃
を
頑
張
る
事
、
他
人
の
話
を

よ
く
聴
く
事
。
こ
れ
ら
は
、
社
会
に
お

い
て
信
頼
さ
れ
る
人
間
の
基
盤
と
な
る

も
の
で
す
。�

　
二
つ
目
と
し
て
、
「
ふ
る
さ
と
キ
ャ

リ
ア
教
育
」
の
充
実
。
そ
の
た
め
に
、

「
学
校
支
援
地
域
本
部
」
を
強
化
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

支
え
る
「
地
域
と
共
に
あ
る
学
校
」
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。�

　
社
会
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
自
主
的
に
学
ぶ
機
会
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
自
主
学
習
グ
ル
ー

プ
の
育
成
・
支
援
を
進
め
、
活
動
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
道
徳
心
の
高
揚
と
実
践
力
の

育
成
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
、
社
会

教
育
を
通
じ
て
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
、
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。�

　
三
種
町
の
自
然
豊
か
な
地
域
素
材
や

人
材
を
生
か
し
、
家
庭
・
学
校
・
地
域

が
一
体
と
な
っ
た
教
育
活
動
を
大
切
に

「
次
代
を
担
う
豊
か
な
人
づ
く
り
」
の

推
進
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。�

�

自主学習グループの育成・支援�
（三種町民祭 　H28.10月）�

建設中の「ふるさと資源観光情報センター」�
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ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
に
つ
い
て
�

町
税
等
の
収
納
状
況
に
つ
い
て
�

三
種
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
�

画
に
つ
い
て
�

高
齢
者
世
帯
等
除
排
雪
支
援
事
業
�

に
つ
い
て
�

防
災
行
政
無
線
統
合
整
備
事
業
に
�

つ
い
て
�

平
成
29
年
産
米
の
生
産
数
量
目
標
�

配
分
に
つ
い
て
�

平
成
28
年
度
国
保
会
計
の
医
療
費
�

支
出
状
況
に
つ
い
て
�

ク
ア
オ
ル
ト
事
業
に
つ
い
て
�

林
務
関
係
に
つ
い
て
�

�����
　
長
期
的
な
視
点
を
も
っ
て
、
更
新
・

統
廃
合
・
長
寿
命
化
な
ど
を
計
画
的
に

行
う
こ
と
に
よ
り
、
財
政
負
担
を
軽
減
・

平
準
化
す
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
等

の
最
適
な
配
置
を
実
現
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
、
平
成
28
年
度
に
お
い
て
、

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。�

���

　
本
年
度
１
月
末
現
在
の
ク
ア
オ
ル
ト

事
業
参
加
者
は
、
ク
ア
オ
ル
ト
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
が
、
５
９
３
１
人
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
や
サ
ー
ク
ル
の
会
、
モ
ニ
タ
ー
事

業
な
ど
が
、
２
７
８
９
人
、
合
計
で
８

７
２
０
人
で
、
昨
年
同
期
に
比
べ
１
４

９
１
人
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。�

　
ク
ア
オ
ル
ト
浴
室
の
利
用
状
況
は
、

運
動
教
室
で
の
利
用
が
２
６
１
人
、
一

般
の
利
用
者
が
９
５
９
人
、
ク
ア
オ
ル

ト
運
動
室
の
利
用
状
況
は
、
運
動
教
室

で
の
利
用
が
３
７
５
人
、
一
般
の
利
用

者
が
３
２
４
人
で
す
。
こ
の
施
設
は
、

足
腰
や
体
力
に
不
安
の
あ
る
方
も
体
の

状
況
に
応
じ
て
利
用
が
で
き
る
の
で
、

今
後
も
施
設
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
利
用
促

進
を
図
り
ま
す
。�

　
な
お
、
自
宅
周
辺
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

さ
れ
て
い
る
方
や
夜
間
に
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
さ
れ
て
い
る
方
も
、
少
し
ず
つ
増
え

て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
健
康

寿
命
延
伸
の
た
め
に
は
、
無
理
を
せ
ず
、

自
分
の
体
力
に
合
っ
た
運
動
を
続
け
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
、
認
知
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
の
で
、
新
年
度
も
事
業
メ

ニ
ュ
ー
の
工
夫
を
図
る
と
と
も
に
町
民

の
皆
様
へ
の
情
報
提
供
に
も
努
め
ま
す
。�

���

　
１
月
末
現
在
の
寄
付
金
額
は
、
５
４

０
２
件
の
７
３
０
８
万
９
千
円
と
な
り

ま
し
た
。�

　
納
税
者
か
ら
は
、
お
礼
の
言
葉
や
激

励
の
言
葉
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
の
で
、
新
年
度
に
お
い
て
は
、

リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
こ
と
を
心
が
け
、

本
町
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
が
順
調
に
推

移
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。�

���

　
軽
自
動
車
税
現
年
度
分
は
、
収
納
済

額
５
６
２
７
万
円
、
収
納
率
は
前
年
比

０．

32
％
減
の
97．

16
％
、
固
定
資
産

税
現
年
度
分
は
、
収
納
済
額
６
億
７
３

８
４
万
６
千
円
、
収
納
率
は
前
年
比
０．

２
％
増
の
95．

92
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
て
は
、

収
納
率
は
全
体
で
62．

15
％
、
う
ち
現

年
度
分
は
72．

30
％
で
、
前
年
同
期
と

比
べ
て
全
体
で
０．

35
％
の
増
、
現
年

度
分
は
０．

03
％
の
増
で
あ
り
、
全
体

と
し
て
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。�

���

　
送
信
施
設
の
作
業
は
順
調
に
進
み
、

一
部
は
取
付
け
作
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
石
倉
山
中
継
局
に
つ
い
て
も
建
屋

の
建
設
が
完
了
し
、
器
機
の
設
置
作
業

を
開
始
し
て
い
ま
す
。�

����

　
今
年
度
の
支
援
決
定
世
帯
数
は
、
６

５
５
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
今
年
度
は
降
雪
量
が
多
い
事
も
あ
り
、

１
月
ま
で
の
実
施
状
況
は
昨
年
度
と
比

較
し
て
町
全
体
で
４
５
７
２
時
間
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。�

�

　
　�

��

　
１
月
末
現
在
の
医
療
給
付
費
は
、
12

億
１
４
９
８
万
円
と
、
昨
年
の
同
期
に

比
べ
、
2.9
％
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
被

保
険
者
数
は
昨
年
度
に
比
べ
4.4
％
減
、

65
歳
以
上
の
被
保
険
者
割
合
は
昨
年
に

比
べ
2.5
％
増
え
、
45．

５
％
と
、
更
に

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
国

保
加
入
者
一
人
当
た
り
の
医
療
費
給
付

額
は
1.4
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

����

���

　
平
成
29
年
度
の
生
産
数
量
目
標
は
、

１
万
８
７
１
０
ト
ン
で
本
年
度
と
比
較

し
て
１
９
５
ト
ン
、
面
積
で
は
45．

59�

ha
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。�

　
配
分
基
準
の
反
収
は
、
慣
行
栽
培
10

ａ
当
た
り
５
７
３
㎏
で
算
定
し
、
水
稲

作
付
面
積
目
標
は
３
２
６
５．

27�
ha
で

生
産
数
量
目
標
配
分
率
が
56．

５
％
、

転
作
の
配
分
率
は
43．

５
％
と
、
前
年

よ
り
０．

５
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。�

���

　
松
く
い
虫
被
害
対
策
は
、
海
岸
部
砂

防
林
や
砂
丘
地
の
山
林
な
ど
、
被
害
防

除
の
た
め
の
伐
倒
駆
除
、
薬
剤
散
布
や

く
ん
蒸
を
行
い
ま
し
た
。
４
８
３
２
　
、

１
万
１
６
８
１
本
の
伐
倒
を
行
い
、
被

害
木
処
理
に
努
め
て
い
ま
す
。�

釜谷浜と防風林�
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住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
に
つ
�

い
て
�

三
種
町
学
校
再
編
検
討
委
員
会
に
�

つ
い
て
�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぷ
る
る
ん
主
催
の
�

「
じ
ゅ
ん
さ
い
感
謝
祭
」に
つ
い
て
�

生
活
排
水
処
理
事
業
に
つ
い
て
�

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
つ
い
て
�

除
雪
関
係
に
つ
い
て
�

町
営
住
宅
建
築
工
事
に
つ
い
て
�

Ｃ
Ｃ
Ｓ
プ
ラ
ン
ト
誘
致
協
議
会
に
�

つ
い
て
�

台
湾
南
投
県
と
の
自
治
体
交
流
に
�

つ
い
て
�

琴丘DSステップ�

台湾南投県砂像テーマパーク竣工式�

�

　
12
月
21
日
、
仙
台
市
の
東
北
経
済
産

業
局
と
東
北
地
方
環
境
事
務
所
へ
の
要

望
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。�

　
新
年
度
以
降
は
、
関
係
機
関
等
と
連

絡
を
密
に
し
、
情
報
収
集
と
誘
致
に
向

け
た
要
望
活
動
等
に
努
め
ま
す
。�

����

　
１
月
21
日
、
台
湾
南
投
県
県
長
の
招

待
を
受
け
、
友
好
交
流
覚
書
調
印
後
の

初
め
て
の
交
流
事
業
と
し
て
、
台
湾
南

投
県
砂
像
テ
ー
マ
パ
ー
ク
竣
工
式
に
参

加
し
ま
し
た
。
　
　�

　
テ
ー
マ
パ
ー
ク
は
全
長
約
７
０
０
メ

ー
ト
ル
で
、
高
速
道
路
の
高
架
橋
の
下

を
利
用
し
、
66
基
の
砂
像
が
展
示
さ
れ
、

国
内
外
の
砂
の
彫
刻
家
が
制
作
し
た
芸

術
性
の
高
い
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

し
た
。�

　
訪
問
時
は
、
南
投
県
県
長
は
じ
め
、

文
化
局
長
等
の
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。�

����

　
２
月
９
日
、
帝
国
ホ
テ
ル
東
京
を
会

場
に
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
じ
ゅ
ん
さ
い
の
販
路
拡

大
に
向
け
た
情
報
発
信
を
目
的
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。�

　
昨
年
取
引
等
の
あ
っ
た
首
都
圏
の
料

亭
、
ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
等
を
中
心

に
27
社
44
名
を
招
待
し
、
じ
ゅ
ん
さ
い

の
Ｐ
Ｒ
や
情
報
交
換
お
よ
び
商
談
会
を

実
施
し
ま
し
た
。�

���

　
今
年
度
は
、
雪
の
降
り
始
め
が
遅
く
、

降
雪
も
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た

が
、
１
月
は
10
日
か
ら
連
日
の
よ
う
に

雪
が
降
り
、
こ
れ
に
伴
っ
て
、
除
雪
あ

る
い
は
排
雪
作
業
が
連
日
行
わ
れ
ま
し

た
。
２
月
に
入
っ
て
も
、
ま
と
ま
っ
た

降
雪
が
あ
る
な
ど
、
２
月
上
期
ま
で
の

除
雪
費
は
、
約
９
２
０
０
万
円
と
、
昨

年
度
の
２
倍
近
い
支
出
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。�

���

　
今
年
度
は
、
大
町
住
宅
３
戸
と
千
刈

田
住
宅
２
戸
を
建
築
し
、
１
月
16
日
に

完
成
検
査
を
終
え
ま
し
た
。�

　
２
月
初
旬
か
ら
入
居
を
開
始
し
て
お

り
、
快
適
な
住
環
境
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。�

����

　
対
象
建
築
物
に
車
庫
、
物
置
等
を
加

え
、
更
に
一
定
期
間
経
過
す
れ
ば
再
度

利
用
で
き
る
と
し
て
補
助
要
件
を
緩
和

し
て
か
ら
、
今
年
で
２
年
目
と
な
り
ま

し
た
。�

　
要
件
緩
和
に
よ
る
２
回
目
の
利
用
が

36
件
、
約
５
２
２
０
万
円
で
、
新
た
な

事
業
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
推
察
し
て

い
ま
す
。�

���

　
釜
谷
地
区
農
業
集
落
排
水
の
公
共
下

水
道
接
続
の
た
め
の
、
接
続
工
事
詳
細

設
計
が
12
月
16
日
に
完
了
し
、
１
月
26

日
、
釜
谷
地
区
の
住
民
説
明
会
を
開
催

し
ま
し
た
。�

����
　
第
４
回
目
の
検
討
委
員
会
を
１
月
23

日
に
開
催
し
、
検
討
内
容
を
ま
と
め
た

答
申
内
容
を
決
定
し
、
２
月
21
日
に
教

育
委
員
会
へ
答
申
さ
れ
ま
し
た
。�

　
答
申
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
小
学
校

は
琴
丘
、
八
竜
地
域
で
10
年
間
現
状
維

持
と
し
て
い
ま
す
が
、
山
本
地
域
に
つ

い
て
は
地
域
と
し
て
の
意
識
の
統
一
を

図
り
、
児
童
数
の
推
移
を
み
な
が
ら
再

検
討
を
求
め
る
こ
と
、
ま
た
中
学
校
に

つ
い
て
は
、
将
来
的
に
は
統
合
が
必
要

で
は
あ
る
が
、
５
年
間
は
現
状
維
持
と

し
、
今
後
は
、
現
在
の
学
校
の
良
さ
を

生
か
し
な
が
ら
の
行
事
等
や
部
活
動
で

の
学
校
間
連
携
の
施
策
を
求
め
る
答
申

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

���

　
１
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
第
36
回
秋

田
県
綱
引
選
手
権
大
会
小
学
生
男
子
の

部
で
琴
丘
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
が
優
勝
し
ま

た
。
ま
た
、
小
学
生
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
の

部
で
琴
丘
Ｄ
Ｓ
ス
テ
ッ
プ
が
優
勝
し
、

２
０
１
７
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
綱
引
選
手

権
大
会
へ
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
３
月
28
日
か
ら
30
日
に
東
京

都
で
開
催
さ
れ
る
第
30
回
都
道
府
県
対�



広報 みたね�
mitane town�

11

三
種
町
ス
ポ
ー
ツ
文
化
栄
誉
賞
に
�

つ
い
て
�

ス
カ
ル
パ
野
球
場
改
修
工
事
に
�

つ
い
て
�

◎三種町個人情報保護条例の一部改正について�

◎三種町山本観光物産センターの設置及び管理運営�

　に関する条例の廃止について�

◎秋田県町村電算システム共同事業組合規約の変更�

　について�

◎三種町過疎地域自立促進計画の一部変更について�

◎町道路線の変更について�

◎温泉供給許可について�

◎和解及び損害賠償の額の決定について�

◎指定管理者の指定について�

◎平成２８年度一般会計及び各特別会計等の補正予�

　算案に関する議案�

◎三種町副町長の選任について�

【審議された主な議案等】�

◎三種町ふるさと資源情報センター条例の制定につ�

　いて�

◎三種町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費�

　用弁償に関する条例の一部改正について�

◎三種町町税条例等の一部改正について�

◎三種町牧野使用料徴収条例の一部改正について�

◎三種町八竜健康保養施設の設置及び管理運営に関�

　する条例の一部改正について�

◎三種町道路占用料徴収条例の一部改正について�

◎三種町指定地域密着型サービスの事業の人員、設�

　備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正�

　について�

◎三種町指定地域密着型介護予防サービスの事業の�

　人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予�

　防サービスに係る介護予防のための効果的な支援�

　の方法に関する基準を定める条例の一部改正につ�

　いて�

◎三種町地域包括支援センターの職員等に関する基　�

　準を定める条例の一部改正について�

【一般会計補正予算の主な歳出】�

◎国保特別会計への決算補填特別対策分操出金�

　　　　　　　　　　　　　　�

◎県営事業負担金　芦崎地区�

◎あきた白神ＤＭＯ調査業務委託料�

生
涯
学
習
関
係
に
つ
い
て
�

スカルパ野球場改修工事�

抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

に
秋
田
県
を
代
表
し
て
、
山
本
中
学
校

か
ら
２
年
生
の
近
藤
梨
南
さ
ん
、
１
年

生
の
近
藤
京
さ
ん
の
２
名
が
選
抜
さ
れ

ま
し
た
。�

　
２
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
第
９
回
三

種
町
８
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
、

32
チ
ー
ム
約
４
０
０
名
の
参
加
で
行
わ

れ
、
地
域
の
名
誉
を
か
け
た
熱
戦
が
展

開
さ
れ
、
大
町
チ
ー
ム
が
優
勝
し
連
覇

を
達
成
し
ま
し
た
。�

���

　
２
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
第
11
回
三

種
町
音
楽
演
奏
会
は
、
町
内
３
中
学
校

の
吹
奏
楽
部
と
秋
田
大
学
吹
奏
楽
団
の

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
中
学
生
は
、
大
勢
の
観
客

の
前
で
の
堂
々
の
演
奏
で
、
会
場
内
か

ら
拍
手
喝
采
を
受
け
、
大
き
な
自
信
に

つ
な
が
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。�

　
次
に
、
今
年
度
の
「
み
た
ね
大
学
」

は
、
３
８
６
名
が
受
講
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
年
間
を
通
じ
て
全
体
学
習
会
５
回
、

コ
ー
ス
別
学
習
会
６
コ
ー
ス
で
、
体
験
・

研
修
を
行
い
ま
し
た
。�

　
２
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
閉
講
式
に

は
１
５
０
名
が
出
席
し
、
１
年
間
の
学

習
成
果
に
対
し
、
ダ
ブ
ル
皆
勤
賞
26
名
、

皆
勤
賞
１
１
１
名
の
方
が
た
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。�

����

　
２
月
18
日
に
開
催
さ
れ
、
教
育
委
員

会
賞
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
部
門
で
32
個
人
・

６
団
体
が
、
文
化
部
門
で
は
、
７
個
人

が
、
ま
た
、
奨
励
賞
と
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
部
門
で
10
個
人
、
文
化
部
門
で
７
個

人
、
特
別
賞
と
し
て
３
団
体
、
功
労
賞

と
し
て
１
個
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
、
心
か
ら
の

お
祝
い
と
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。�

����

　
ス
カ
ル
パ
野
球
場
改
修
工
事
に
つ
い

て
は
、
全
体
的
に
仕
上
げ
の
段
階
に
入

っ
て
お
り
ま
す
の
で
工
期
内
に
工
事
は

終
了
し
、
芝
の
養
生
期
間
を
経
て
、
６

月
17
日
の
山
本
郡
中
学
校
夏
季
総
体
か

ら
本
格
的
な
利
用
開
始
と
な
る
予
定
で

す
。�

り
　
な�

み
や
こ�

�

40,000千円�

3,800千円�

1,250千円�
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平成29年度�

三種町予算�

一
般
会
計
予
算
１
０
０
億
１，
８
１
９
万
円
　
前
年
度
比
７.

１
％
減�

●特別会計�

平成29年度�

(単位：千円)

2,599,286�

175,543�

769,257�

185,414�

2,807,562�

10,750�

23,165�

16,817�

1�

6,587,795

平成28年度�

2,746,068�

176,622�

643,360�

169,729�

2,734,879�

10,353�

20,458�

45,352�

1�

6,546,822

増減率�

▲  5.3%�

▲  0.6%�

19.6%�

9.2%�

2.7%�

3.8%�

13.2%�

▲62.9%�

0.0%�

0.6%

会　計　名�

国民健康保険�

後期高齢者医療�

公 共 下 水 道�

農業集落排水�

介 護 保 険�

介護サービス�

衛 生 処 理�

温　　　　　泉�

国保診療施設�

特別会計　合計�

●水道事業会計�

平成29年度�

(単位：千円)

405,820�

305,503�

123,719�

218,725

平成28年度�

426,656�

324,521�

91,701�

188,590

増減率�

▲  4.9%�

▲  5.9%�

34.9%�

16.0%

区　分�

収益的収入�

収益的支出�

資本的収入�

資本的支出�

90
H25 H26 H27 H28 H29

100

110
億円�

１
０
０
億�

２
千
万
円�

１
０
７
億�

８
千
万
円�

１
０
９
億�

６
千
万
円�

９
８
億�

２
千
万
円�

１
０
２
億�

４
千
万
円�

●一般会計当初予算額の推移�

　
平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
当
初
予
算
が
３
月
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

�

　
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
、
１
０
０
億
１，
８
１
９
万
４
千
円
で
、
前
年
度
予
算
と
比
較
し
、
約
７
億
６
千
万
円

（
７.

１
％
）
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
施
設
整
備
事
業
等
の
継
続
事
業
は
あ
る
も
の
の
、
ス
カ
ル
パ
野
球
場

大
規
模
改
修
事
業
の
終
了
に
よ
り
大
幅
な
予
算
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

�
　
町
の
重
点
事
業
は
、
人
口
減
少
対
策
の
対
応
を
含
め
、
①
住
民
生
活
環
境
施
設
の
整
備
、
②
雇
用
対
策
推
進
事
業
の
継
続
、

③
地
域
特
性
を
活
か
し
た
産
業
振
興
対
策
、
④
暮
ら
し
の
安
心
確
保
対
策
の
４
分
野
と
し
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
振
興

対
策
の
ほ
か
、
観
光
交
流
・
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
問
題
・
環
境
対
策
等
の
町
民
生
活
に
密
着
し
た
ソ
フ
ト
事
業
に
も
重
点

を
置
い
た
編
成
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

歳入合計�

1,819万円�

自主財源（
24.3％

）

依
存
財
源（

75.7％）

歳出合計�

1,819万円�

義

務
的
経
費（
4
0
.4％
）

そ
の
他
（
5
0
.1
％
）

投資的経費（9.5％）�

一般会計歳入�

一般会計歳出（性質別）�

その他（0.6％）�
5,900万7千円�

町税（13.6％）�
13億6,128万1千円�

使用料・手数料・負担金等�
（1.9％）1億9,194万1千円�

諸収入（3.1％）�
3億1,603万6千円�

繰入金（5.1％）�
5億651万1千円�

町債（9.3％）9億3,150万円�

地方交付税（47.447.4％）�
47億5,020万円�
地方交付税（47.4％）�
47億5,020万円�

繰出金（15.115.1％）�
15億1,466万円�
繰出金（15.1％）�
15億1,466万円�

国庫・県支出金�
（15.0％）�

15億409万6千円�

地方譲与税など（4.0％）�
3億9,762万2千円�

人件費（16.416.4％）�
16億4,480万7千円�
人件費（16.4％）�
16億4,480万7千円�

扶助費（12.4％）�
12億4,382万4千円�

公債費（11.6％）�
11億5,839万3千円�

普通建設事業費（9.4％）9億4,500万1千円�

災害復旧事業費（0.1％）359万円�

物件費（14.2％）�
14億2,257万2千円�

維持補修費（1.1％）�
1億1,188万4千円�

補助費等�
（15.9％）�

15億9,565万5千円�

積立金（1.6％）�
1億5,680万8千円�

出資金・貸付金（2.2％）�
2億2,100万円�

100億�

100億�
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一般会計予算�を�人�口�
17,371�人�（平成29年�
1月31日現在�）�で�割�っ�
た場合の目的別経�費�
はこ�の�よ�うに�なり�ま�す�。�

町民一人あ�た�り�の�
行政サ�ー�ビ�ス�を�
金額�に�す�る�と�、�

約58万円�

議　会　費�
6,447円�

総　務　費�
90,921円�

民　生　費�
167,997円�

衛　生　費�
29,148円�

農林水産業費�
43,235円�

土　木　費�
63,134円�

消　防　費�
28,126円�

商　工　費�
29,299円�

教　育　費�
39,492円�

公　債　費�
66,686円�

そ　の　他�
12,234円�

議会運営全般�

商工観光振興�な�ど�

町政全体の運�営�
管�理、�庁舎維�持�
管理�な�ど�

福祉サ�ー�ビ�ス、�
保育園運営�な�ど�

道路整�備、�町�営�
住宅管理�な�ど�

消防団活�動、�
防災対策�な�ど�

学�校�、�文�化・�体�育�
施設の管理�な�ど� 借り�たお金の返済�

雇用対策、�
災害対策�な�ど�

農業委員会、農林�
水産業振興�な�ど�

健康診断、�
ご�み処理�な�ど�

平成平成29年度　年度　町の主な事業を紹介します�平成29年度　町の主な事業を紹介します�

　重点政策事業の住民生活環境施設の整備は『①』、雇用対策推進事業の継続は『②』、地域特性を活かした産業振

興対策は『③』、暮らしの安心確保対策は『④』で表示しています。(１万円未満四捨五入で表示)

◆環境にやさしく、人と自然が共生するまち �

　③　松くい虫対策事業�

　①　ペレットストーブ設置費補助事業�

◆すこやかに安心して暮らせるまち �

　④　クアオルト事業�

　④　結婚支援事業�

　④　福祉医療費給付事業�

　①　清華苑改修工事�

　　　高齢者世帯等除排雪支援事業�

◆快適で安全な生活を支えるまち �

　　　定住対策事業�

　④　防災行政無線施設整備事業�

　④　消防防災施設整備事業�

　④　空き家対策事業�

　④　ハザードマップ更新事業�

　①　秋田基本射撃場周辺整備事業�

　①　町営住宅建築事業�

◆活力にみちた個性豊かな産業のまち �

　②　地域雇用創出推進事業�

　②　資格取得補助事業�

　③　住宅リフォ－ム助成事業�

　③　じゅんさい摘み手研修事業�

　③　果樹産地強化支援事業�

◆創造性豊かな文化ときらめく人を育むまち �

　④　学校生活支援員設置事業    �

　④　子育て支援事業�

◆行財政運営の効率化とまちづくり体制の推進 �

　　　三種町新元気づくり支援事業�

　　　集会所等施設整備費補助事業�

�

……松くい虫被害木の伐倒駆除、枯死木の搬出�

……ペレットストーブ設置への助成�

 �

……クアオルト事業を推進�

……結婚支援員の養成、イベントの開催�

……障害者・子どもへの医療費助成（高校生まで無料化）�

……清華苑待合室改修工事�

……除排雪が困難な高齢者世帯等に対する支援�

 �

……定住奨励金・ふるさと体験ツアーの開催�

……防災行政無線施設の更新�

……消防小型動力ポンプの購入、消防資機材置場建設�

……危険空き家解体等助成、危険空き家台帳の整備�

……津波・洪水ハザードマップの更新�

……周辺道路の舗装補修工事�

……千刈田団地、大町団地の建て替え�

 �

……町内事業所を支援し雇用機会の創出�

……資格取得に対する費用の助成�

……住宅リフォ－ム工事への助成�

……じゅんさい摘み手を確保するための研修支援�

……果樹の栽培拡大・産地の維持への支援�

 �

……児童・生徒の生活支援員の設置�

……第１・２子の給食費を半額減免、第３子以降は全額免除�

 �

……自治会等の団体が取り組む事業に対する助成�

……集会所等の改修・備品購入に対する助成�

�

8,207万円�

50万円�

 �

1,744万円�

290万円�

1億9,696万円�

448万円�

2,124万円�

 �

624万円�

2億6,964万円�

987万円�

442万円�

421万円�

8,000万円�

1億6,134万円�

 �

2,500万円�

500万円�

1,500万円�

305万円�

50万円�

 �

3,360万円�

2,772万円�

 �

800万円�

962万円�



　秋田県緑化推進委員会では、地
域や学校の緑化活動に対し支援事
業を行っています。�
　助成額は、活動内容に応じて10
万円から20万円。地域や学校の
緑化を計画している団体がありま
したら、農林課林務係にご相談く
ださい。�
　なお、申請書提出期限は、6月
９日となっています。事業実施要
領は、秋田県緑化推進委員会ホー
ムページでご覧いただけます。�

平成29年4月� 14

　
３
月
13
日
、
町
内
郵
便
局
お
よ
び
能

代
郵
便
局
と
町
は
、
「
災
害
発
生
時
の

対
応
と
平
常
時
に
お
け
る
高
齢
者
等
見

守
り
活
動
の
相
互
協
力
及
び
道
路
損
傷

等
発
見
時
の
対
応
に
関
す
る
協
定
書
」

に
調
印
し
ま
し
た
。�

　
地
域
に
密
着
し
て
働
く
郵
便
局
の
皆

さ
ん
が
、
日
常
業
務
中
に
発
見
し
た
高

齢
者
の
異
変
や
道
路
の
損
傷
等
を
報
告

し
て
い
た
だ
い
た
り
、
災
害
時
に
は
避

難
者
情
報
の
共
有
と
臨
時
の
郵
便
差
出

箱
設
置
な
ど
を
協
力
し
て
行
う
事
を
通

じ
て
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を
総
合
的

に
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
さ
れ

ま
す
。�

　
５
月
４
日
は
緑
豊
か
な
自
然
に
親
し

み
、
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
を
願
う
『
み

ど
り
の
日
』
で
す
。�

　
こ
れ
に
伴
っ
て
毎
年
、
地
球
温
暖
化

防
止
の
た
め
の
『
緑
の
募
金
運
動
』
が

展
開
さ
れ
、
29
年
度
は
４
月
10
日
〜
５

月
31
日
が
募
金
強
調
期
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。�

　
三
種
町
で
も
５
月
１
日
〜
５
月
31
日

の
１
カ
月
間
を
募
金
期
間
と
し
、
皆
様

の
ご
家
庭
に
各
地
区
の
行
政
協
力
員
の

方
が
た
が
募
金
運
動
へ
の
協
力
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 �

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
農
林
課
　
林
務
係�

　
　
８
５
‐
４
８
２
７�

　
琴
丘
総
合
支
所
　
地
域
振
興
係�

　
　
８
７
‐
２
１
１
４�

　
山
本
総
合
支
所
　
地
域
振
興
係�

　
　
８
３
‐
２
１
１
３�

郵
便
局
と
相
互
協
定

郵
便
局
と
相
互
協
定
�

を
締
結

を
締
結
�

郵
便
局
と
相
互
協
定
�

を
締
結
�

「
秋
田
県
水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
事
業
」

「
秋
田
県
水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
事
業
」を
活
用
し
て

を
活
用
し
て
�

２
つ
の
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

２
つ
の
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。�

「
秋
田
県
水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
事
業
」を
活
用
し
て
�

２
つ
の
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。�

『
緑
の
募
金
』

『
緑
の
募
金
』�

の
お
願
い

の
お
願
い
�

『
緑
の
募
金
』�

の
お
願
い
�

お知らせ�

平成28年度広葉樹林再生事業�

　西山根地区植栽業務委託�

旧中山スキー場跡地利用として広葉樹林

を植栽（三種町誕生10周年記念植・一

部分記念碑あり）　平成29年３月完成�

平成28年度ふれあいの森整備事業�

　石倉山公園休憩施設修繕工事�

石倉山公園山頂東屋　平成28年12月完成�

クアオルトウオーキングでも休憩所として

利用されています。�

今回の二つの事業は、秋田県水と緑の森づくり税事業を活用したものです。�

天気の良い日など、散策されてみてはいかがでしょうか？�

◆問い合わせ先 農林課  林務係　　８５ー４８２７�

緑の募金大使　森っち�
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非
常
勤
職
員�

保
育
士（
月
給
制
）　�

●
募
集
人
員
　
３
人�

●
職
務
内
容
　�

　
公
立
保
育
園
に
お
け
る
園
児
保
育�

●
勤
務
時
間
　
月
〜
土
曜
日
・
７
時
〜�

　
19
時
（
う
ち
７
時
間
45
分
）
・
シ
フ�

　
ト
勤
務
・
休
日
勤
務
の
場
合
有
り�

●
賃
　
金
　
月
給
18
万
２
７
０
０
円�

　
　
　
　
　
通
勤
費
支
給�

●
資
格
等
　
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
・�

　
小
学
校
教
諭
・
養
護
教
諭
・
看
護
師�

　
資
格
の
い
ず
れ
か�

保
育
士（
時
給
制
）　�

●
募
集
人
員
　
３
人�

●
職
務
内
容
　�

　
公
立
保
育
園
に
お
け
る
園
児
保
育�

●
勤
務
時
間
　
月
〜
金
曜
日
（
週
29
時�

　
間
以
内
）
８
時
30
分
〜
16
時
（
う
ち�

　
６
時
間
以
内
）
・
シ
フ
ト
勤
務�

●
賃
　
金
　
時
給
１
０
５
０
円�

●
資
格
等
　
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
・�

　
小
学
校
教
諭
・
養
護
教
諭
・
看
護
師�

　
資
格
の
い
ず
れ
か�

�

▼
募
集
期
間
　
随
時
受
付�

▼
問
い
合
わ
せ
先�

　
福
祉
課
　
福
祉
係�

　
　
８
５
‐
２
１
９
０�

　
４
月
６
日
〜
15
日
ま
で
「
子
ど
も
と

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
〜
事
故
に
あ

わ
な
い
、
お
こ
さ
な
い
〜
」
を
運
動
の

基
本
に
、「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。�

■
運
動
の
重
点�

○
歩
行
中
、
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事�

　
故
防
止�

○
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の�

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
と
チ
ャ
イ
ル�

　
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
使
用
の
徹
底�

○
飲
酒
運
転
の
根
絶�

○
横
断
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止 �

　(
特
に
、
横
断
歩
道
に
お
け
る
歩
行�

　
者
優
先
の
徹
底
）�

飲酒運転等の状況（運転者住居別結果）�
２月中� H29累計�

酒酔い運転�

酒気帯び件数　�

飲酒事故（負傷）件数�

飲酒事故（死亡）件数�

交通死亡事故件数�

０�件�

０�件�

０�件�

０�件�

０�件�

０件�

０件�

０件�

０件�

０件�

全県市町村順位（25市町村中）１位（先月１位）　→�

保
育
士
を
�

募
集
し
ま
す
�

春
の
全
国
交
通
安
全�

運
動�

　
４
月
２
日
〜
８
日
ま
で
【
消
し
ま
し

ょ
う
　
そ
の
火
そ
の
時
　
そ
の
場
所
で
】

を
防
火
標
語
に
、
「
春
の
火
災
予
防
運

動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。�

■
３
つ
の
習
慣�

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。�

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か�

　
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。�

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る�

　
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。�

�

■
４
つ
の
対
策�

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用�

　
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。�

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の�

　
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使�

　
用
す
る
。�

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に�

　
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。�

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を�

　
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制�

　
を
つ
く
る
。�

��

　
火
災
の
発
生
し�

や
す
い
時
季
と�

な
り
ま
し
た
。�

　
皆
様
の
ご
協
力
を
、�

お
願
い
し
ま
す
。�

春
の
火
災
予
防
運
動�

　
三
種
町
で
は
例
年
、
春
先
を
中
心
に

林
野
火
災
や
原
野
炎
上
事
故
等
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
は
、
春
先
に
空
気
が
乾
燥
し
、

強
風
が
吹
く
中
で
、
枯
れ
草
焼
き
や
ご

み
焼
き
な
ど
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
主
な

原
因
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
住
宅
に
延

焼
し
た
り
、
林
野
火
災
に
拡
大
し
大
切

な
財
産
が
失
わ
れ
ま
す
。�

　
林
野
火
災
の
多
く
は
、
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
注
意
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
　�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
三
種
消
防
署�

　
　
８
５
‐
３
１
０
０�

林
野
火
災
の�

予
防
に
つ
い
て�

献
血
50
回
達
成
者
に
感
謝
状�

　
平
成
27
年
度
中
に
献
血
回
数
が
50

回
に
達
成
さ
れ
た
方
に
平
成
29
年
２

月
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
び
と
の
命
を

支
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
さ
ら
な

る
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

�

■
保
健
所
長
感
謝
状
（
献
血
50
回
）�

　
宮
田
　
春
枝
さ
ん
（
鯉
川
）�

�
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本
事
業
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
の
拡
大
を

図
る
た
め
、
中
小
企
業
基
本
法
第
２
条
の
定
め
に
該
当

す
る
三
種
町
内
に
主
た
る
事
業
所
又
は
住
所
を
有
す
る

事
業
所
が
行
う
、雇
用
創
出
事
業
並
び
に
新
規
企
業（
事

業
所
）
等
進
出
の
経
費
に
対
し
て
補
助
を
す
る
制
度
で
、

新
た
な
雇
用
が
見
込
ま
れ
る
事
業
所
が
助
成
の
対
象
と

な
り
ま
す
。�

　
な
お
、
交
付
決
定
前
に
契
約
、
発
注
し
た
も
の
は
補

助
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
事
前
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本
制
度
は
、
予
算
が
な
く
な
り
し

だ
い
終
了
し
ま
す
の
で
、
利
用
を
予
定
さ
れ
る
事
業
所

は
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
問
い
合
わ
せ
窓
口
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
　�

平成29年度� 三種町助成事業�三種町助成事業�

地
域
雇
用
創
出

地
域
雇
用
創
出�

推
進
事
業

推
進
事
業�

地
域
雇
用
創
出�

推
進
事
業�

◆問い合わせ先　　商工観光交流課　商工係　　８５－４８３０�
　　　　　　　　　三種町商工会　本　所　　８３－３０１０�
◆補助金申請窓口　商工観光交流課　商工係�
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例
　
大
型
特
殊
自
動
車
免
許
、
自
動
車
二

種
免
許
、
介
護
福
祉
士
、
土
木
施
工

管
理
技
士
、
な
ど
。�

※
た
だ
し
、
普
通
自
動
車
免
許
、
普
通
自

動
二
輪
車
免
許
、
大
型
自
動
二
輪
免
許

及
び
原
動
機
付
自
動
車
免
許
は
除
く
。�

��

　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
未
満
の
方

で
、
上
記
対
象
資
格
を
取
得
し
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
ま
た
は
、
従
業
員

の
資
格
取
得
に
か
か
る
費
用
を
負
担
し
た

町
内
事
業
所�

１．

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
た
求

職
者�

２．

事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
就
労
者
（
公

務
員
は
除
く
）�

３．

学
生
（
学
校
教
育
法
に
定
め
る
高
等

学
校
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校
お
よ
び

専
修
学
校
に
在
学
し
て
い
る
者
）�

４．

町
内
に
本
社
又
は
本
店
も
し
く
は
支

店
を
有
し
て
い
る
事
業
所
（
町
外
か
ら

勤
務
し
て
い
る
方
も
可
）�

※
１
〜
３．

に
つ
い
て
は
、
未
成
年
者
の

場
合
は
保
護
者
が
申
請
す
る
も
の
と
す

る
。�

��

　
資
格
取
得
の
要
件
と
な
る
講
習
等
の
受

講
料
（
教
材
費
含
む
）
、
受
験
料
、
資
格

等
の
登
録
料
　
　
　
　
　
　
　�

資
格
取
得
支
援
事
業

資
格
取
得
支
援
事
業�
資
格
取
得
支
援
事
業�

　
仕
事
や
就
職
に
役
立
つ
資
格
又
は
免
許
を
取
得
に
要
す
る
経
費
の
２
分

の
１
（
１
人
ま
た
は
１
事
業
所
最
大
10
万
円
）
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。�

対
象
資
格
　
国
家
資
格
・
国
家
検
定
等�

対
象
者�

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内�

※
千
円
未
満
切
り
捨
て
・
１
人
ま
た
は

１
事
業
所
上
限
10
万
円�

�

�

　
申
請
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、
商
工

観
光
交
流
課
商
工
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。�

(1)
運
転
免
許
証
等
本
人
確
認
で
き
る
も
の
の

写
し�

(2)
資
格
等
の
取
得
に
要
し
た
経
費
を
明
ら
か

に
す
る
書
類�

(3)
資
格
等
を
取
得
し
た
こ
と
が
証
明
で
き
る

書
類
の
写
し�

(4)
完
納
証
明
書
（
未
成
年
者
の
場
合
は
保
護

者
の
完
納
証
明
書
）�

(5)
就
労
者
に
あ
っ
て
は
、
事
業
所
で
働
い
て

い
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
も
の�

(6)
求
職
者
に
あ
っ
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

カ
ー
ド
の
写
し�

(7)
学
生
に
あ
っ
て
は
、
学
生
証
の
写
し�

(8)
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
対
象
と
な
る
就
労

者
が
当
該
事
業
所
で
働
い
て
い
る
こ
と
を

証
明
で
き
る
も
の�

※
そ
の
他
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

※
申
請
書
は
三
種
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。�

◆
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先�

　
商
工
観
光
交
流
課
　
商
工
係�

　
　
８
５
‐
４
８
３
０�

助
成
金
額�

助
成
金
額�

対
象
経
費�

　
合
宿
等
を
実
施
す
る
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・

教
育
団
体�

�

(1)
合
宿
等
が
町
内
の
施
設
で
開
催
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
こ
と�

(2)
合
宿
等
参
加
者
数
及
び
宿
泊
者
数
が
５

名
以
上
で
あ
る
こ
と�

(3)
町
内
の
施
設
に
宿
泊
す
る
こ
と�

�

●
補
助
対
象
除
外
事
業�

・
申
請
団
体
の
事
業
費
に
ほ
か
の
町
費
が

含
ま
れ
る
事
業�

・
お
も
に
営
利
を
目
的
と
し
た
事
業�

・
宗
教
的
又
は
政
治
的
活
動
を
目
的
と
し

た
事
業�

�

　
宿
泊
料
（
合
宿
に
要
す
る
経
費
の
内
）�

�

１
泊
　
２
０
０
０
円�

�

森
岳
温
泉
ゆ
う
ぱ
る�

２
泊
ま
で
　
１
０
０
０
円�

３
泊
以
上
　
２
０
０
０
円�

　
※
60
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。 

ス
ポ
ー
ツ
文
化
合
宿
等
誘
致
推
進
事
業

ス
ポ
ー
ツ
文
化
合
宿
等
誘
致
推
進
事
業�

ス
ポ
ー
ツ
文
化
合
宿
等
誘
致
推
進
事
業�

　
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
教
育
団
体
（
小
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
の
団
体
）
が
、
町

内
に
宿
泊
し
て
、
技
術
の
向
上
ま
た
は
学
校
教
育
も
し
く
は
社
会
教
育
を
目
的
と

し
て
行
う
合
宿
、
遠
征
、
大
会
（
公
式
大
会
は
除
く
）
、
体
験
旅
行
等
（
以
下
、

「
合
宿
等
」
）
の
経
費
の
う
ち
宿
泊
料
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。�

対
象
者�

●
留
意
事
項   �

選
手
及
び
指
導
者
等
（
部
長
・
監
督
・

コ
ー
チ
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
）
は
宿
泊

者
数
に
含
み
ま
す
が
、
保
護
者
（
付
添

人
）は
宿
泊
者
数
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。�

�

�

　
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）
に
次
の
書
類

を
添
え
て
、
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
係
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

�

(1)
事
業
実
施
計
画
書
・
収
支
予
算
書�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
様
式
第
２
号
）�

(2)
大
会
要
項
等
と
宿
泊
者
名
簿�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
任
意
様
式
）�

�

※
そ
の
他
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

※
申
請
書
は
三
種
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。�

�

◆
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先�

　
教
育
委
員
会
　
ス
ポ
ー
ツ
係�

　
　
８
７
‐
２
２
２
２�

�

助
成
金
額�

申
請
方
法�

対
象
経
費�

対
象
事
業�
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大
館
能
代
空
港
　 

羽
田
空
港�

片
道
　
３
０
０
０
円
／
席�

大
人
・
小
児 

同
額
を
助
成
し
ま
す
。�

��

１．

三
種
町
に
住
所
を
有
す
る
方�

２．

三
種
町
に
所
在
す
る
事
業
所�

３．

三
種
町
に
扶
養
者
を
有
す
る
学
生�

※
た
だ
し
、
公
費
に
よ
る
出
張
や
助
成
を

利
用
し
て
い
る
場
合
や
、
宿
泊
と
航
空

券
が
一
緒
に
な
っ
た
パ
ッ
ク
商
品
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。�

�

Ｓ
Ｐ
、
Ｐ
Ｔ
Ｗ
Ａ
Ａ
、
Ｐ
Ｔ
Ｔ
Ｗ
28
、
Ｓ

Ｐ
Ｈ
Ｆ
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ｈ
、
Ｏ
Ｗ
、
Ｗ
Ｔ
、
Ｂ

Ｋ
、
Ｂ
01
（
Ａ
〜
Ｎ
）
、
Ｂ
03
（
Ａ
〜
Ｎ
）
、

Ｃ
Ｈ
、
Ｈ
Ｆ
、
Ｋ
Ｔ
、
Ｖ
21
（
Ａ
〜
Ｎ
）
、

Ｖ
28
（
Ａ
〜
Ｎ
）
、
Ｖ
45
（
Ａ
〜
Ｎ
）
、

Ｖ
55
（
Ａ
〜
Ｎ
）
、
Ｖ
75
（
Ａ
〜
Ｎ
）
、

Ｂ
Ｒ
、
Ｂ
Ａ
、
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｗ
、
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ｗ
、

Ｃ
Ｔ
Ｔ
Ｗ�

�

４
月
１
日
〜
３
月
31
日�

�

大
館
能
代
空
港

大
館
能
代
空
港�

　
　
　
　
　
利
用
促
進
助
成
制
度

　
　
　
　
　
利
用
促
進
助
成
制
度�
大
館
能
代
空
港�

　
　
　
　
　
利
用
促
進
助
成
制
度�

　
大
館
能
代
空
港
の
利
用
促
進
を
目
的
に
、
同
空
港
発
着
の
航
空

機
を
利
用
し
た
方
に
助
成
し
ま
す
。�

対
象
者�

助
成
対
象
期
間�

対
象
と
な
る
運
賃
種
別
コ
ー
ド�

①
大
館
能
代
空
港
発
着
便
を
利
用
す
る�

・
ご
搭
乗
案
内
（
ピ
ン
ク
色
の
用
紙
）
は

申
請
に
必
要
な
た
め
、
紛
失
し
な
い
よ

う
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。�

�

②
助
成
金
交
付
申
請�

・
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
ご
搭

乗
案
内
（
原
本
）
と
身
分
証
明
書
等
の

写
し
を
貼
付
の
う
え
企
画
政
策
課
へ
直

接
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。�

※
ご
搭
乗
案
内
は
返
却
し
ま
せ
ん
。�

・
利
用
後
、
30
日
以
内
（
３
月
利
用
分
に

つ
い
て
は
４
月
７
日
ま
で
）
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。�

�

③
補
助
金
交
付�

・
申
請
内
容
を
確
認
し
、
後
日
、
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
。�

・
搭
乗
者
本
人
以
外
の
口
座
に
振
り
込
み

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
口
座
振
込
依

頼
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。�

�

◆
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先�

　
企
画
政
策
課
　
企
画
係�

　
　
８
５
‐
４
８
１
７�

申
請
手
順�

助
成
金
額�

◎
町
民
自
ら
が
所
有
し
、
居
住
し
て
い
る

住
宅
（
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
住
居
部

分
が
１
／
２
以
上
）
と
同
一
敷
地
内
の

住
宅
用
車
庫
、
物
置
等�

◎
過
去
こ
の
事
業
に
よ
る
助
成
受
給
者
は
、

補
助
を
受
け
た
年
度
か
ら
３
か
年
経
過

し
て
い
る
こ
と
（
平
成
26
年
３
月
31
日

以
前
の
助
成
金
受
給
者
）�

��

・
三
種
町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人
か

町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
事
業
者
が

工
事
を
行
う
こ
と�

・
工
事
費
用
が
20
万
円
以
上
（
消
費
税
を

含
む
）
で
あ
る
こ
と�

・
交
付
決
定
後
に
着
手
し
、
当
該
年
度
の

３
月
20
日
ま
で
に
所
定
の
実
績
報
告
書

を
提
出
で
き
る
工
事�

�

◎
増
築
工
事
（
増
築
す
る
面
積
が
既
存
住

宅
の
床
面
積
を
超
え
な
い
範
囲
）�

◎
改
築
工
事
、
修
繕
工
事
、
補
強
工
事
下

水
道
関
連
工
事
、
断
熱
改
修
工
事
気
密

改
修
工
事
、
遮
音
工
事�

�

※
た
だ
し
、
土
地
の
購
入
や
造
成
に
係
る

費
用
、
工
事
用
機
械
、
工
具
等
の
購
入

に
係
る
費
用
、
外
構
工
事
、
新
築
工
事

等
は
該
当
し
ま
せ
ん
。�

�

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業�

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業�

対
象
者
お
よ
び
対
象
住
宅�

①
工
事
費
用
（
税
込
）
が�

　
20
万
円
以
上
〜
50
万
円
未
満
の
場
合�

　
対
象
工
事
費
用
の
15
％
を
補
助 �

�

②
工
事
費
用
（
税
込
）
が�

　
50
万
円
以
上
の
場
合�

　
県
事
業
を
優
先
し
て
実
施�

�

　
４
月
３
日（
月
）か
ら�

　
　
建
設
課
管
理
係
へ�

�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
建
設
課
　
管
理
係�

　
　
８
５
‐
４
８
２
０�

申
請
期
間
お
よ
び
申
請
場
所�

助
成
対
象
工
事�

対
象
工
事
条
件�

助
成
金
額�

県
の
助
成
事
業�

　

あ
き
た
安
全
安
心�

　

　
　
住
ま
い
推
進
事
業�

　
秋
田
県
で
は
、
住
宅
を
建
設
又
は

リ
フ
ォ
ー
ム
等
さ
れ
る
方
に
対
し
て
、

次
の
事
業
に
よ
り
補
助
し
ま
す
。�

●
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業�

　
補
助
条
件
な
ど
の
詳
細
は
、
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
地
域
振
興

局
建
築
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
山
本
地
域
振
興
局
　
建
築
課�

　
　
５
２
‐
６
１
０
３�
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１．

三
種
町
に
住
所
を
有
す
る
農
業
者�

２．

果
樹
の
栽
培
及
び
販
売
の
実
績
を
有

す
る
者
、
若
し
く
は
、
新
た
に
販
売
を

目
的
と
し
た
栽
培
を
行
お
う
と
す
る
者�

�

・
５
ア
ー
ル
以
上
の
果
樹
の
栽
培
拡
大
又

は
改
植
、
新
植�

・
３
ア
ー
ル
以
上
の
小
果
樹
の
栽
培
拡
大

又
は
改
植
、
新
植�

�

●
苗
木
購
入
費�

・
土
壌
改
良
剤
購
入
費
用�

・
抜
根
及
び
整
地
に
関
わ
る
費
用�

・
抜
根
及
び
整
地
、
植
栽
に
関
わ
る
重�

　
機
等
の
借
上
げ
費
用�

・
そ
の
他
定
植
等
に
必
要
な
最
小
限
の
　�

　
資
材
費�

��
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１�

　
※
上
限
25
万
円�

�

◆
補
助
金
を
希
望
す
る
場
合
は
８
月
15
日�

　
ま
で
に
申
請
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は�

　
農
林
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

三
種
町
果
樹
産
地
強
化

三
種
町
果
樹
産
地
強
化�

支
援
事
業
補
助
金

支
援
事
業
補
助
金�

三
種
町
果
樹
産
地
強
化�

支
援
事
業
補
助
金�

　
果
樹
の
栽
培
拡
大
等
に
取
り
組
む

果
樹
販
売
農
家
を
支
援
し
ま
す
。�

秋
田
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

秋
田
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー�

入
会
登
録
料
助
成

入
会
登
録
料
助
成�

秋
田
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー�

入
会
登
録
料
助
成�

　
町
民
の
方
が
、
あ
き
た
結
婚
支
援

セ
ン
タ
ー
に
入
会
す
る
際
の
登
録
料

１
万
円
を
全
額
助
成
し
ま
す
。
有
効

期
間
は
登
録
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

（
役
場
で
の
手
続
き
は
一
切
あ
り
ま

せ
ん
。
）�

対
象
者�

①
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
本
人
が
「
あ
き

た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
」
へ
入
会
を
申

し
込
み
、
必
要
書
類
を
提
出�

②
町
が
同
意
書
に
基
づ
い
て
、
登
録
者
の

住
所
、
氏
名
等
を
確
認
し
、
町
か
ら
「
あ

き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
」
へ
入
会
登

録
料
を
支
払
う�

　
以
上
で
入
会
手
続
き
は
完
了
で
す
。�

　
出
会
い
や
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
の
皆

様
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。�

◆
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー�

　
　
０
８
０
０
‐
８
０
０
‐
０
４
１
３�

　
（
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）�

▼
北
セ
ン
タ
ー�

　
・
大
館
市
字
中
町
５
　�

　
　
０
１
８
６
‐
５
７
‐
８
６
１
１�

▼
中
央
セ
ン
タ
ー�

　
・
秋
田
市
中
通
６
‐
７
‐
36�

　
　
０
１
８
‐
８
７
４
‐
９
４
７
１�

�

※
完
全
予
約
制
で
す
。
各
セ
ン
タ
ー
へ�

　
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

補
助
金
の
額�

入
会
手
続
き�

補
助
対
象
経
費�

補
助
対
象
事
業�

●
町
登
録
の
じ
ゅ
ん
さ
い
農
家
で
研
修
す

る
、
三
種
町
に
住
所
を
有
す
る
方�

●
研
修
開
始
時
年
齢
が
70
歳
以
下
の
方�

●
５
月
か
ら
６
月
ま
で
に
研
修
を
開
始
し
、

20
日
以
上
か
つ
１
６
０
時
間
以
上
の
研

修
を
行
っ
た
方�

�

研
修
奨
励
金
６
万
２
５
０
０
円�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
回
限
り
）�

����

●
研
修
奨
励
金
の
対
象
者
で
、
研
修
終
了

後
、
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
て
従
事
す
る

方�

●
月
20
日
以
上
、
じ
ゅ
ん
さ
い
の
収
穫
作

業
に
従
事
し
た
方
（
収
穫
以
外
の
作
業

期
間
は
除
く
）�

�

就
農
奨
励
金
　
月
額
３
万
円�

　
　
　
　
　
　
　
（
最
長
３
か
月
）�

�

最
大
で 

15
万
２
５
０
０
円 

の
支
給�

じ
ゅ
ん
さ
い
摘
み
手
研
修
事
業
を

じ
ゅ
ん
さ
い
摘
み
手
研
修
事
業
を�

拡
大
し
て
実
施
し
ま
す

拡
大
し
て
実
施
し
ま
す
!!
�

じ
ゅ
ん
さ
い
摘
み
手
研
修
事
業
を�

拡
大
し
て
実
施
し
ま
す
!!
�

　
じ
ゅ
ん
さ
い
の
摘
み
手
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
方
に
、
じ
ゅ
ん
さ
い

農
家
を
紹
介
し
、
１
か
月
間
の
研
修
を
研
修
奨
励
金
で
支
援
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
研
修
終
了
後
、
引
き
続
き
じ
ゅ
ん
さ
い
農
家
に
雇
用
さ
れ
て

従
事
し
た
場
合
は
、
じ
ゅ
ん
さ
い
の
収
穫
量
が
不
安
定
な
期
間
（
最
長

３
か
月
）
を
就
農
奨
励
金
で
支
援
し
ま
す
。�

研
修
奨
励
金
の
要
件�

　
農
林
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
振
興

係
に
「
認
印
と
年
齢
確
認
の
た
め
の
運
転

免
許
証
又
は
保
険
証
」
を
持
参
の
上
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

申
込
方
法�

就
農
奨
励
金
の
要
件�

じゅんさい支援事業のお知らせ�じゅんさい支援事業のお知らせ�
～じゅんさいへの新規参入を応援します～�

じゅんさい日本一生産数量助成事業�
・町登録業者へのじゅんさい出荷数量に対して支援
します。�
　　◆出荷数量×30円／㎏�

じゅんさい圃場整備事業�
・じゅんさい圃場の拡大や再生など整備費を支援し
ます。�
　　◆整備費の３分の１　上限100万円�

◆問い合わせ先　農林課　農政係　　８５－４８２６�

その他の
�
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人事異動�
町では、４月１日付けで人事異動を発令しました。�

※「琴」「山」は琴丘・山本総合支所、「教」は教育委員会の略�

　（ ）内は前所属�

　総務課　　◆主管兼課長兼選挙管理委員会書記長　腰丸　　

豊（議会事務局主管兼事務局長兼監査委員事務局長）　◆課

長補佐兼行革推進係係長　清水　　真（総務課行政係係長）

◆課長補佐兼財政係係長　石井　靖紀（総務課課長補佐兼行

革推進係係長）　◆行政係係長　三浦　　保（企画政策課企

画係主席主査）　◆行政係主任　田村　慎一（秋田県企画振

興部市町村課派遣）　◆総務課主任（秋田県企画振興部市町

村課派遣）　熊谷　幸樹（会計課検査係主任）　◆総務課主

任　近藤　朱美（福祉課福祉係主任）�

�

　会計課　　◆会計管理者兼課長　櫻庭　一則（山・支所長補

佐）　◆会計係主席主査　三浦由紀子（健康推進課保健係主

席主査）　◆検査係係長　大高　博充（会計課検査係上席主

査）　◆検査係主事　三浦　　傑（上下水道課下水道係主事）�

�

　企画政策課　　◆課長補佐兼企画係係長　加藤登美子（琴・

地域振興係係長）　◆企画係主席主査　伊藤　善之（福祉課

福祉係主席主査）　◆情報統計係係長　木村　将来（企画政

策課情報統計係上席主査）　◆情報統計係上席主査　平塚　

重篤（税務課収納対策係主席主査）　◆クアオルト推進係係

長　西村　直仁（企画政策課クアオルト推進係上席主査）　

◆クアオルト推進係主査　湊　　美樹（山・地域生活係主査） 

�

　税務課　　◆課長兼固定資産評価審査委員会事務局長兼収納

対策室室長　岡部　衛（会計管理者兼会計課課長）　◆賦課

係係長　三浦　幸綱（賦課係主席主査）　賦課係主査　見上

　美咲（商工観光交流課商工係主査）　◆収納対策係係長　

小玉　賢一（農林課農政係係長）　◆収納対策係主査　舘岡

　知弘（税務課賦課係主査）　◆収納対策係主査　嶋田　義

彦（収納対策係主査・秋田県総務部税務課派遣）　◆収納対

策係主任（秋田県総務部税務課派遣）　宮田孝志郎（税務課

収納対策係主任）　�

�

　町民生活課　　◆主管兼課長兼清華苑施設長　川村　義之

（町民生活課課長兼清華苑施設長）　◆消防防災係主査　嶋

田　裕樹（健康推進課国保年金係主査）　�

�

　福祉課　　◆課長兼包括支援センター長兼児童館長　加賀谷

　司（総務課課長補佐兼財政係係長）　◆課長補佐兼介護保

険係係長　工藤　一嗣（税務課課長補佐兼収納対策室室長）

◆福祉係主査　高堂　智子（企画政策課クアオルト推進係主

査）◆介護保険係主席主査　渡辺　祐紀（福祉課介護支援係

主査）　◆介護保険係主査　北林　孝典（福祉課介護支援係

主査）　◆地域包括支援係係長　畠山るり子（健康推進課保

健係上席主査）�

�

　健康推進課　　◆課長　佐々木里史（農林課課長補佐）　�

◆課長補佐兼保健係係長　内山フミ子（健康推進課保健係係

長）　◆国保年金係主席主査　岡本　由梨（会計課会計係主

席主査）　◆保健係主任　渡辺　美里（健康推進課長寿医療

係主任）�

�

�

�

　農林課　　◆参事兼農地整備係係長兼林務係係長　田村　征

孝（農林課参事・三種町農業公社常務）　◆課長補佐　寺沢

　梶人（農林課課長補佐兼農地整備係長）　◆農政係係長　

渡辺　和幸（農林課農政係上席主査）　◆林務係主査　小玉

　一彦（農林課農政係主査）�

�

　商工観光交流課　　◆課長兼共同福祉施設長兼商工会館長　

吉田　正秋（商工観光交流課課長補佐兼商工係係長）　◆課

長補佐兼商工係係長　牧野　誠一（企画政策課企画係係長）

◆商工係主席主査　相原　公英（企画政策課情報統計係主席

主査）�

�

　建設課　　◆管理係主席主査　佐々木良大（上下水道課下水

道係主席主査）�

�

　上下水道課　　◆課長　近藤吉弘（上下水道課課長補佐兼下

水道係係長）　◆課長補佐　小松　　仁（農林課林務係係長）

◆下水道係係長　近藤　　洋（建設課管理係主席主査）�

�

　議会事務局　　◆事務局長兼監査委員事務局長　桜庭　勇樹

（福祉課課長補佐兼介護支援係係長）�

�

　琴丘総合支所　　◆地域振興係係長　鎌田　　誠（教・スポ

ーツ係係長）　◆地域生活係係長　加藤　竜子（琴・地域生

活係上席主査）�

�

　山本総合支所　　◆地域振興係支所長補佐　近藤　恭子（山

・支所長補佐）　◆地域振興係上席主査　近藤　純子（教・

学事係主席主査）◆地域生活係支所長補佐　皆川和華子（山

・地域生活係係長）◆地域生活係係長　内藤　英子（教・学

校給食係係長）�

�

　教育委員会　　◆総務係係長　成田　直広（教・総務係主席

主査）　◆学事係主事　三浦　朱莉（山・地域振興係主事）

　◆スポーツ係上席主査　田中　一彦（教・学事係主席主査）�

�

　小中学校　　◆学校給食センター学校給食係係長　児玉　智

樹（町民生活課町民係係長）�

�

　保育園　　◆琴丘保育園上席主査　佐々木雅子（森岳保育園

上席主査）　◆森岳保育園上席主査　栗山　浩子（琴丘保育

園上席主査）　◆金岡保育園保育園長　渡辺　晶子（森岳保

育園上席主査）　◆下岩川保育園保育園長　近藤田鶴子（琴

丘保育園上席主査）�

�

　採　用　　◆税務課収納対策係主事　梅田　喜治　◆町民生

活課町民係主事　　橋　佑季　◆福祉課福祉係主事　近藤　

早苗　◆健康推進課長寿医療係主事　近藤早紀子　◆農林課

農政係主事　田村　重文　◆農林課農政係主事　工藤　泰介

　◆福祉課琴丘保育園主事　近藤　奈美　◆福祉課森岳保育

園主事　佐原　郁美　◆福祉課森岳保育園主事　北林　南美�

�

　再任用　　◆町民生活課　清華苑主任技術手　渡辺　　寿　

◆福祉課金岡保育園保育士専門員　千葉　良子　◆健康推進

課　保健係専門員　加藤　正美　◆農林課専門員（三種町農

業公社）工藤　　正　◆商工観光交流課観光交流係専門員

（ふるさと資源情報センター）　伊藤　祐光　◆教・山本公

民館専門員　嶋田　　仁　◆教・八竜公民館専門員　青山　

勇人　◆教・学校給食係専門員　伊藤　栄政　◆教・八竜中

学校主任校務員　児玉　利勝�
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【農作業参考料金表】�

【農地賃借料】�

平
成
29
年
度
�

三
種
町
農
作
業
参
考
料
金
・
�

　
農
地
賃
借
料
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
�

平成28年１月から12月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料水準は、下記のとおりです�

　平成21年12月25日に施行された改正農地法により、「標準小作料」制度は廃止されました。これ

に代わるものとして、過去１年間の賃借の実勢価格を公表することになりましたので、農地の賃借料

を決める際の参考として下さい。�

※データ数は、集計に用いた筆数である。�

※金額は、算出結果を四捨五入し100円単位としている。�

※賃借料は、全て10ａ当たりの金額である。�

作業種別�

１日�

１日�

10a
整理田�

未整理田�

整理田�

未整理田�

整理田�

未整理田�

整理田�

未整理田�

整理田�

未整理田�

整理田�

バラ�

袋詰め�

生�

半乾燥�

未整理田�

オペレーター�

一般農作業� 溝きり　繋ぎなし�

育苗�

籾摺り調整�

畑耕起�

田植え側条（加算）�

苗運び�

畦塗り　�

肥料散布�

薬剤散布�

水田耕起�

ハーベスター�

�

コンバイン�

�

生籾運搬�

�

籾乾燥�

バインダー�
（紐込み）�

10a代かき�

10a

10a

10a

10a

10a

30㎏�

10a

10a

10a

30㎏�

１箱�

10a

１ｍ�

20㎏/袋�

10a

田植え�

※休息１日２回、１回15分�

単　　位� 金額（円）�

5,728�

10,000

4,300�

5,000�

4,800�

5,000�

4,300�

4,800�

700�

1,600�

20�

120�

1,000

1,900�

620�

6,200�

7,200�

5,700�

6,200�

13,400�

14,400�

1,100�

2,100�

520�

360�

250�

4,300

労
　
賃
�

作業種別� 単　　位� 金額（円）�

機
　
械
　
作
　
業
　
等
�

機
　
械
　
作
　
業
　
等
�

区　分�

八 竜 地 区 �

山 本 地 区 �

琴 丘 地 区�

三種町平均 �

平均額�

14,300円�

11,900円�

10,300円�

12,200円�

最高額�

21,000円�

20,000円�

17,000円�

－�

最低額�

5,000円�

7,000円�

5,000円�

データ数�

792�

545�

850�

2,187－�

0％�

5％�

10％�

15％�

20％�

25％�

30％�

35％�

20,100以上�17,100～�
20,000

14,100～�
17,000

11,100～�
14,000

8,100～�
11,000

5,000～�
8,000

～ 参考 ～　三種町賃借料水準（H28.1.1～H28.12.31）� 単位：円�
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
�

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
�

��

①
入
居
の
申
し
込
み
し
た
日
に
お
い
て�

　
収
入
基
準
内
で
あ
る
こ
と�

②
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が�

　
明
ら
か
な
者
で
あ
る
こ
と�

③
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
で
あ�

　
る
こ
と�

④
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と�

　
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と�

⑤
原
則
と
し
て
、
自
己
の
所
有
す
る
持�

　
ち
家
等
が
な
い
こ
と�

⑥
暴
力
団
関
係
者
で
な
い
こ
と�

�

※
町
外
の
方
で
も
入
居
可
能
で
す
。�

���

　
入
居
申
込
書
は
、
建
設
課
お
よ
び
各

総
合
支
所
の
地
域
振
興
係
に
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
。�

　
入
居
申
込
書
に
添
付
書
類
を
添
え
て

建
設
課
又
は
各
総
合
支
所
の
地
域
振
興

係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

��

　�　
４
月
３
日（
月
）〜�

　
　
　
４
月
17
日（
月
）ま
で�

入
居
者
の
資
格
�

・
期
限
厳
守�

・
申
込
み
締
切
日
時
点
で
書
類
の
そ
ろ

っ
て
い
な
い
方
は
失
格
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

・
受
付
時
間�

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分�

　（
土
・
日
・
祝
日
は
受
付
け
し
ま
せ
ん
）�

���
　
申
込
者
の
入
居
資
格
、
住
宅
困
窮
の

度
合
い
の
実
情
を
調
査
し
、
募
集
戸
数

を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
場
合
は
、
公

開
抽
選
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。�

選
考
方
法
�

申
込
方
法
�

申
込
期
間
�

抽
選
予
定
日
　
５
月
９
日�

入

居

予

定
　
５
月
23
日�

募集住宅の�
　　　　概要�

住宅名� 新八竜住宅�

新八竜住宅�

八竜東住宅�

八竜東住宅�

所　在　地� 浜田字大平10 鵜川字東本田41-1

敷　　　金� 家賃の３か月分� 家賃の３か月分�

構造および�
間　取　り�

木造２階建て３LDK�
（74.90㎡）�

木造２階建て３LDK�
（78.60㎡）�

募 集 戸 数�
１戸�

(平成５年度完成)
１戸�

（平成10年度完成）�

予 定 家 賃�
１５，６００円～�
　　３０，７００円�

１７，２００円～�
　　３３，８００円�

◆問い合わせ先　　建設課　　８５－４８２０�
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◆問い合わせ先　三種町選挙管理委員会　　７４－６４２２�

４月26日は、琴丘土地改良区総代選挙の投票日です�４月26日は、琴丘土地改良区総代選挙の投票日です�

　任期満了に伴う琴丘土地改良区総代選挙が、次のとおり執行されます。�

　組合員の方には４月２１日頃に投票所入場券を送付しますので、ご自分の投票所等をご確認ください。�

投票日時� ４月26日（水）　8：00～15：00

投票場所� 琴丘地域拠点センター�

選 挙 権� 土地改良区の組合員�

被選挙権� 組合員の資格を有する�

満25歳以上の者�
告 示 日� ４月19日（水）�

選挙すべき総代数・選挙区�

立候補の届出について�

●届出期限　４月19日（水）～20（木）�

　　　　　　　　8：30～17：00まで�
�

●受付場所　琴丘総合支所　地域振興係窓口�
�

●届出用紙　�

　琴丘土地改良区事務所、琴丘総合支所地

域振興係、選挙管理委員会に準備していま

すので、立候補予定の方は事前にお越しく

ださい。�

選挙区�

第１区�

第２区�

第３区�

第４区�

第５区�

第６区�

鹿渡新屋敷�

牡丹�

泉沢�

長信田�

深浜・鹿北�

中村・羽根川�

5�

3�

3�

1�

3�

1

選挙区域�
選　挙�
すべき�
総代数�

選挙区�

第７区�

第８区�

第９区�

第10区�

第11区�

第12区�

高屋敷�

中沢・館村・猿田�

鹿中・鹿南・山谷�

市野・種沢・内鯉川�

天瀬川・浜鯉川�

地先干拓地�

2�

2�

2�

3�

4�

6

選挙区域�
選　挙�
すべき�
総代数�

山
本
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ�

　
本
協
議
会
で
は
、
４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
第
１
日

曜
日
を
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」
と
定
め
、
環
境
美

化
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
健
康
づ
く
り
と
仲
間
づ
く
り
を
重
点
に
、
ご
み
の

な
い
美
し
い
町
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
町

民
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

●
活
動
期
間
　�

　
４
月
〜
10
月
ま
で
の
第
１
日
曜
日
　�

●
活
動
時
間 

　�

　
午
前
６
時
〜
午
前
７
時�

　
　
（
午
前
５
時
50
分
ま
で
集
合
）�

【平成29年度計画表】�

活動月日� 清掃場所�

山本ふるさと文化館�
～地域福祉センター�

山本ふるさと文化館�
駐車場�

作業内容�

ごみ拾い�
（あじさい道路）�

森岳駅周辺� 森岳駅�草取り・ごみ拾い�

地域福祉センター�
～山本ふるさと文化館�

地域福祉センター�
駐車場�

草取り・ごみ拾い�
（あじさい道路）�

森岳駅周辺� 森岳駅�草取り・ごみ拾い�

惣三郎沼公園� 山本ふるさと文化館�草取り・ごみ拾い�

角助沼公園� 山本体育館駐車場�草取り・ごみ拾い�

森岳駅周辺� 森岳駅�草取り・ごみ拾い�

集合場所�

4月2日�

5月7日�

6月4日�

7月2日�

8月6日�

9月3日�

10月1日�
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８３－５５５５�

保健センター�

脳
ド
ッ
ク
検
診
に
つ
い
て
�

　
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
が
気
に
な
る

方
は
、
一
度
脳
ド
ッ
ク
で
調
べ
て
も
ら

う
と
安
心
で
す
。�

�

●
対
象
者�

　
三
種
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
40
歳
か

ら
74
歳
ま
で
の
方�

　
　
　
（
平
成
30
年
３
月
31
日
現
在
）�

　
た
だ
し
、
過
去
５
年
度
内
に
脳
ド
ッ

ク
の
町
の
助
成
を
受
け
た
方
ま
た
は
、

脳
血
管
疾
患
で
治
療
中
の
方
は
除
く�

●
助
成
額�

　
各
医
療
機
関
の
脳
ド
ッ
ク
料
金
の�

　
半
額
を
助
成
（
上
限
２
万
円
）�

�

●
受
け
方
の
流
れ�

　
年
度
内
の
受
診
を
希
望
す
る
方
は�

　
６
月
30
日
ま
で
に
申
請
を
!!�

①
健
康
推
進
課
、
各
総
合
支
所
（
地
域�

　
生
活
係
）
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
申
請�

　
書
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。�

②
申
請
書
審
査
後
、
助
成
決
定
通
知
書�

　
を
送
付
し
ま
す
。
決
定
通
知
書
が
届�

　
き
ま
し
た
ら
、
下
記
の
い
ず
れ
か
の�

　
医
療
機
関
へ
直
接
電
話
し
、
検
診
日�

　
を
予
約
し
ま
す
。�

③
検
診
日
当
日
、
医
療
機
関
へ
助
成
決�

　
定
通
知
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

④
医
療
機
関
の
脳
ド
ッ
ク
料
金
か
ら
助�

　
成
額
を
差
し
引
い
た
額
を
自
己
負
担�

　
分
と
し
て
医
療
機
関
窓
口
に
お
支
払�

　
い
く
だ
さ
い
。�

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
�

●
接
種
費
用
　�

　
　
　
　
一
部
（
４
０
０
０
円
）
助
成�

●
接
種
回
数
　
１
回�

●
接
種
期
間
　�

　
　
平
成
29
年
４
月
〜
平
成
30
年
３
月�

●
接
種
医
療
機
関
　�

　
通
知
に
同
封
し
て
い
ま
す
。
必
ず
医

療
機
関
に
予
約
を
い
れ
て
く
だ
さ
い
。

（
秋
田
市
等
で
の
接
種
を
希
望
さ
れ
る

方
は
直
接
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。）�

●
対
　
象�

　
接
種
日
に
お
い
て
三
種
町
に
住
所
を

有
し
、
１
歳
以
上
小
学
校
就
学
前
の
幼

児
で
未
罹
患
者
（
過
去
に
当
該
予
防
接

種
費
用
助
成
を
受
け
て
い
な
い
方
）�

�

●
接
種
費
用
　
全
額
助
成�

●
接
種
回
数
　
１
回�

●
医
療
機
関
　�

　
町
と
契
約
を
結
ん
で
い
る
医
療
機
関�

　（
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
問
い
合
わ
せ
）

　
※
受
診
前
に
必
ず
予
約
を�

【医療機関】 �
　予約に希望日、氏名、生年月日、住所、電話番号等を伝えてください。�

高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症�

　
定
期
予
防
接
種�

任
意
予
防
接
種�

流
行
性
耳
下
腺
炎�

　
　
　
（
お
た
ふ
く
か
ぜ
）�

【平成29年度対象者】�
　対象の方には個人通知でお知らせします�

①平成29年度（平成30年４月１日まで）に�

②60歳から65歳未満の方で�

　65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、�
95歳、100歳となる方�

　心臓、腎臓、呼吸器の機能に日常生活活動が極度に

制限される程度の障がいやヒト免疫不全ウイルスによ

り免疫機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障が

いがある方�

※既に、成人用肺炎球菌ワクチンを接種したことがある方は、�
　対象となりません。�

　　　　　　　８３－５５５５　　ＦＡＸ８３－３８５７�

がん患者の集いを毎月開催しています�がん患者の集いを毎月開催しています�
　病気になって同じような体験をされた仲間と
話してみませんか。�
●会場　三種町保健センター�
●時間　13：30～16：00�
【平成29年度日程】�
平成２９年　　４月１９日（水）�

　　　　　　　５月１９日（金）�

　　　　　　　６月１９日（月）�

　　　　　　　７月１８日（火）�

　　　　　　　８月１８日（金）�

　　　　　　　９月１９日（火）�

平成２９年　１０月１８日（水）�

　　　　　　　１１月２２日（水）�

　　　　　　　１２月１９日（火）�

平成３０年　　１月１９日（金）�

　　　　　　　　２月１９日（月）�

　　　　　　　　３月１９日（月）�
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◆問い合わせ先　　三種町保健センター　　　　　　　　　

こころちゃん�

数
字
で
見
る
町
の
現
状�

　
過
去
９
年
間
の
町
の
自
殺
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。�

　
心
の
健
康
の
た
め
に
「
自
分
に
で
き
る
こ
と
」
を
一
緒
に
考
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。�

①三種町年代・性別自殺者数の推移�

②全国・県・管内・市町村別自殺率の推移�

◆①の男女内訳からは男性が女性の２倍近くになっていま

す。�

◆過去９年間の年代別状況をみると、20歳未満から80歳

以上まで年代を問わず亡くなっています。�

◆60歳以上では全体の54％を占めており、30歳～50歳代

の働き盛りの年代で41％を占めています。�

◆割合は少ないものの20歳代の若い世代も亡くなってい

ます。�

◆②の自殺率の推移では、能代保健所管内の自殺率は秋田

県内でも高い状況です。�

◆三種町は能代保健所管内の中でも自殺率は高い状況です。�

秋田県心はればれゲートキーパー養成講座から�

誰でもできる、地域のあいさつ・声かけ�

傾聴　　よりそい�

気づき、相談機関へつなげる�

孤立しない　　孤立させない�

0

2

4

6

8

10

12

14

■80歳以上�

■70～79歳�

■60～69歳�

■50～59歳�

■40～49歳�

■30～39歳�

■20～29歳�

■20歳未満�

年代別自殺者数の推移�

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

1
2 2 2

1

1

1

1

2

2

2

2

3

1

1

1

1 1 1 1

1

2

1

1

1

1

2

2

2

3

1

1
1

1

4

2

2
3

2

3

3

3

80歳以上�

20歳未満�
20～29歳�

30～39歳�

40～49歳�

50～59歳�

60～69歳�

70～79歳�

H19～27年（９年間）の�
年代別割合�
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5月のスケジュール� 申込締切�

　三種町では、クアオルト浴室を
利用したモニタリング事業を行い
ます。��
　低体力者を対象に浮力・水圧・
水温・温泉の効能を利用しＡＤＬ
（日常生活動作）の改善を目指しま
す。�
　お気軽にお問い合わせください。�

定　　員：12名��
対　　象：町民で、日常生活に支障があり主治
　　　　　医に運動を勧められている方��
実施回数：全21回��
会　　場：砂丘温泉ゆめろん　クアオルト浴室�
必要な物：水着、バスタオル、水筒など��
講　　師：日本体育協会公認指導員（水泳）�
　　　　　（財）日本スイミング協会（アクアフ
　　　　　ィットネスインストラクター）�
募集期間：平成29年４月21日（金）まで��
○参加者には水着をプレゼントいたします。�

　クアオルト浴室で温泉浴運動に取り組
んでいる方が感じている変化や魅力につ
いて紹介します。今回は普段から教室に
参加している60代女性からの声です。�

　ポール＆ボール教室では、今までのポ

ールストレッチに加えボールを使って筋

肉を鍛えたり、緩めることで関節の動き

を整え良い姿勢を目指していきます。�

　申し込み多数の場合、受付締切り後に抽選を

行います。抽選に漏れた方には５日前に連絡い

たしますので、ご理解のほどよろしくお願いい

たします。�

　参加する前は、肩こりがひどく整骨院に通って
いたのが、今では通わなくても平気になりました。
　また膝の痛みも最初は気になっていましたが、
運動した次の日には気にならなくなっていました。
�これからは教室以外でも利用したいと思います。�

温泉浴運動を始めてみませんか�

  2日10：00～�

  9日10：00～�

12日10：00～�

22日13：30～�

30日13：30～�

ポール＆ボール教室�

温泉浴運動教室(はじめての温泉浴運動)�

ポール＆ボール教室�

温泉浴運動教室(エンジョイ温泉浴運動)�

温泉浴運動教室(はじめての温泉浴運動)

4月25日�

5月 2日�

5月 8日�

5月15日�

5月23日�

4月のスケジュール� 申込締切�

  4日10：00～�

  5日10：00～�

14日13：30～�

19日10：00～�

25日10：00～�

温泉浴運動教室(はじめての温泉浴運動)�

ポール＆ボール教室�

温泉浴運動教室(はじめての温泉浴運動)�

ポール＆ボール教室�

温泉浴運動教室(エンジョイ温泉浴運動)

4月 7日�

4月12日�

4月18日�

●４月からは毎月第３木曜日に１回開催します。申し込みは不要です。�

　　　４月20日　10：00～12：00��
●入館料４００円が必要になります。��
●ペースメーカーを使用されている方はご利用できません。　　　　�

体組成計・バランス能力測定日のお知らせ�

クアオルト運動教室　参加者募集！�

クアオルト運動モニター参加者募集！�

お問い合わ�
せください�

◆実施日程表◆�

5月�

募
集
要
項
�

6月�

7月�

5月　9日(火)�
5月19日(金)�
5月26日(金)�
6月　2日(金)�
6月　9日(金)�
6月16日(金)�
6月23日(金)�
6月30日(金)�
7月　7日(金)�
7月14日(金)�
7月21日(金)�
7月28日(金)

AM10：00～�
PM　1：30～�
PM　1：30～�
PM　1：30～�
PM　1：30～�
PM　1：30～�
PM　1：30～�
PM　1：30～�
PM　1：30～�
PM　1：30～�
PM　1：30～�
PM　1：30～�

① (測定)�
②�
③�
④�
⑤�
⑥�
⑦�
⑧�
⑨�
⑩�
⑪�
⑫�

8月�

9月�

11月�

10月�

　8月　4日(金)�
　8月18日(金)�
　8月25日(金)�
　9月　8日(金)�
　9月22日(金)�
10月　6日(金)�
10月18日(水)�
10月23日(月)�
11月17日(金)

PM　1：30～�
AM10：00～�
PM　1：30～�
AM10：00～�
PM　1：30～�
PM　1：30～�
AM10：00～�
AM10：00～�
PM　1：30～�

⑬�
⑭�
⑮�
⑯�
⑰�
⑱�
⑲�
　 (測定) �
　 (結果)

申し込み・問い合わせ先�
企画政策課　クアオルト推進室　　85－4822

※都合により日程が変更になる�
　場合があります。�
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想�

町
長
�
三

浦

正

隆

�

　
よ
う
や
く
春
が
来
ま
し
た
。
今
年
は

特
に
雪
が
多
か
っ
た
だ
け
に
待
ち
わ
び

ま
し
た
。�

　
先
月
、
本
欄
を
お
読
み
の
方
か
ら
こ

ん
な
お
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。�

　
「
前
略
　
ご
め
ん
下
さ
い
。
毎
日
の

お
仕
事
本
当
に
ご
苦
労
様
で
す
。
「
末

の
松
山
」
町
長
さ
ん
の
「
想
」
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。
歌
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の

歴
史
物
語
が
あ
る
事
も
知
り
感
動
致
し

ま
し
た
。�

　
今
、
私
の
周
り
は
ま
だ
雪
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
今
ま
で
は
春
に
な
っ
た
ら
野

菜
、
花
の
楽
し
さ
よ
り
も
雑
草
に
悩
ま

さ
れ
る
マ
イ
ナ
ス
面
だ
け
を
大
き
く
ふ

く
ら
ま
せ
て
暮
ら
し
て
お
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
時
に
誰
か
の
歌
を
思
い
出

し
た
り
し
て
出
来
る
だ
け
前
向
き
に
過

ご
さ
ね
ば
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。�

　
（
中
略
）
匿
名
は
大
変
失
礼
だ
と
は

思
い
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
お
礼
を

申
し
上
げ
た
く
て
ペ
ン
を
取
り
ま
し
た
。�

お
許
し
下
さ
い
。乱
筆
乱
文
に
て
　草
々
」�

　
お
便
り
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

却
っ
て
私
の
方
こ
そ
居
住
ま
い
を
正
さ

れ
る
思
い
で
す
。
い
ろ
い
ろ
大
変
か
と

は
思
い
ま
す
が
、
ど
う
か
楽
し
い
こ
と

を
考
え
、
健
康
で
お
過
ご
し
下
さ
い
。�

　
さ
て
、
４
月
と
い
う
と
職
場
や
学
校

で
は
新
人
を
多
く
迎
え
入
れ
ま
す
。
早

く
新
し
い
環
境
に
慣
れ
て
持
て
る
力
を

存
分
に
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
若
い
皆
さ
ん
の
前
途
は
洋
洋

で
す
。
決
し
て
平
坦
な
道
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
か
と
い
っ
て
恐
れ
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
日
頃
心
が

け
て
お
く
と
〝
生
き
や
す
い
〞
と
い
う

要
点
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
の
場
合

は
次
の
３
つ
で
す
。�

　
第
１
は
良
い
習
慣
を
付
け
る
と
い
う

こ
と
。「
良
い
習
慣
は
才
能
を
超
え
る
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
　�

　
早
寝
早
起
き
朝
ご
飯
、
た
く
さ
ん
本

を
読
む
、
新
聞
を
深
く
読
む
、
運
動
を

す
る
等
々
、
良
い
習
慣
は
人
そ
れ
ぞ
れ

違
い
ま
す
。
自
分
で
決
め
た
ら
そ
れ
を

と
こ
と
ん
や
っ
て
下
さ
い
。�

　
第
２
は
「
そ
の
日
暮
ら
し
を
し
な
い
。

明
日
に
繋
が
る
こ
と
を
何
か
一
つ
で
も

今
日
や
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。�

　
明
日
に
つ
な
が
る
何
か
を
や
っ
て
お

く
癖
を
付
け
る
こ
と
は
と
て
も
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
「
今
日
は
疲
れ
た
。
あ

と
や
ー
め
た
」
と
い
う
場
合
と
で
は
数

年
後
大
き
な
開
き
が
出
て
き
ま
す
。�

　
第
３
は
「
自
分
の
刀
を
常
に
切
れ
る

よ
う
に
磨
い
て
お
く
こ
と
」
こ
れ
は
仕

事
、
勉
強
、
ス
ポ
ー
ツ
全
て
に
当
て
は

ま
り
ま
す
。
チ
ャ
ン
ス
は
突
然
や
っ
て

来
ま
す
。
そ
の
時
、
バ
ッ
サ
リ
切
れ
る

よ
う
に
刀
を
錆
ら
せ
ず
に
普
段
か
ら
手

入
れ
を
し
て
お
く
こ
と
。
い
つ
で
も
使

え
る
よ
う
に
自
分
の
技
能
、
能
力
を
磨

い
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
新
人
の

皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
て
い
ま

す
。�

　
春
が
来
た
と
い
っ
て
も
季
節
の
変
わ

り
目
は
体
調
を
崩
し
や
す
い
も
の
。
今

月
も
健
康
で
お
元
気
で
お
過
ご
し
下
さ

い
。�

�

「
凡
事
徹
底
」�



わ
く
わ
く
！

わ
く
わ
く
！�

　
脳
力
ア
ッ
プ
教
室

　
脳
力
ア
ッ
プ
教
室�
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●
対
象
者�

　
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
お
お
む

ね
65
歳
以
上
の
方
で
現
在
、
ひ
ざ
に
痛

み
や
違
和
感
の
あ
る
方�

●
持
ち
物
　�

　
運
動
で
き
る
服
装
と
内
ズ
ッ
ク�

　
飲
み
物�

●
と
こ
ろ
　
山
本
公
民
館�

●
参
加
費
　
１
４
０
０
円�

　
　
　
　
　
　
　
（
触
覚
ボ
ー
ル
代
）�

●
定
　
員
　
先
着
15
名�

●
時
　
間
　
10
時
〜
11
時
30
分�

　
　
　
　
　
　
　
（
全
７
回
コ
ー
ス
）�

●
申
込
期
限
　
４
月
20
日�

　
長
年
正
座
し
た
こ
と
が
な
い
方
は
是
非
参
加
を
！

ひ
ざ
の
セ
ル
フ
ケ
ア
（
自
分
で
行
う
手
入
れ
）
の
方

法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。�

「
ら
く
膝
教
室
」

「
ら
く
膝
教
室
」
参
加
者
募
集

参
加
者
募
集
�

「
ら
く
膝
教
室
」
参
加
者
募
集
�

今
月
の
予
定

今
月
の
予
定
�

今
月
の
予
定
�

認知症になっても地域で暮らすために…��
　もの忘れで困っている方や家族、認知症の方を支えたい
方が集まってお茶を飲みながら交流し、語り合う場です。
どなたでもご参加いただけます。��
●と　き　４月20日　13：30～15：00�
●ところ　琴丘地域拠点センター�
●参加費　無料（出入り自由）�

◆申し込み・問い合わせ先　　地域包括支援センター　　８５－４８３５�

●教室日程�

回数�

１回目�

２回目�

３回目�

４回目�

５回目�

６回目�

７回目�

月　日�

５月１９日�

６月   ２日�

６月１６日�

６月３０日�

７月２８日�

８月２５日�

９月２９日�

平
成
平
成
28
年
度
に

年
度
に�

　
　
参
加
し
た
方
の
様
子

　
　
参
加
し
た
方
の
様
子�
平
成
平
成
28
年
度
に

年
度
に�

　
　
参
加
し
た
方
の
様
子

　
　
参
加
し
た
方
の
様
子�
平
成
28
年
度
に�

　
　
参
加
し
た
方
の
様
子�

　
何
年
も
正
座
で
き
な
か
っ
た
女
性
。

膝
の
手
入
れ
を
身
に
付
け
る
事
で
、
正

座
が
で
き
る
ま
で
に
改
善
し
ま
し
た
！�

最終回� 初回�

《踵と尻の距離》�

初回�

19.0㎝�

14.0㎝�

最終回�

0㎝�

0㎝�

�

右足�

左足�

●
共
通
事
項�

　
対
　
象
　
お
お
む
ね
65
歳
以
上�

　
持
ち
物
　
内
ズ
ッ
ク
、
飲
み
物�

　
申
し
込
み
　
随
時�

　
　
※
教
室
は
毎
月
１
回
開
催
予
定�

　
時
　
間
　
10
時
〜
11
時
30
分�

◆
転
倒
予
防
教
室�

い
き
い
き
元
気
塾

い
き
い
き
元
気
塾�

い
き
い
き
元
気
塾�

　
転
倒
な
ど
に
よ
る
寝
た
き
り
を
予
防
し
、

自
分
ら
し
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
運

動
を
通
し
て
筋
力
の
維
持
、
向
上
を
は
か

り
ま
す
。�

◆
認
知
症
予
防
教
室�

わ
く
わ
く
！�

　
脳
力
ア
ッ
プ
教
室�

　
体
を
動
か
し
な
が
ら
、
脳
を
活
性
化

し
、
認
知
症
予
防
を
、
め
ざ
し
ま
す
。�

�

●
と
　
き
　
４
月
17
日
　
　
　
　�

●
と
こ
ろ
　
山
本
公
民
館�

●
参
加
費
　
無
料�

「いきいき元気塾」日程�

地域�

会場�

月日�

八竜�

４／４�

八竜改善�
センター�

琴丘Ａ�

４／11

パレス�
琴　丘�

琴丘Ｂ�

４／12

パレス�
琴　丘�

山本�

４／18

山　本�
公民館�

●琴丘地区を利用される方へ�

　初めて利用される方は、原則として琴丘Ｂを利用�

　していただきます。�

●参加費　1，100円（バランスボール代）�



今年度�前年度� 来年度�

２�月� ４�月� ６�月� ８�月� 10�月� 12�月� ２�月� ４�月�

仮徴収� 本徴収�

同額�

同額�

仮徴収�
今年度�前年度� 来年度�

同額�

２�月� ４�月� ６�月� ８�月� 10�月� 12�月� ２�月� ４�月�

本徴収�

同額�

前�
化�
準�
平�

後�
化�
準�
平�

引�下� 引�下� 引�上� 引�上� 引�上�
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三
種
町
新
・
元
気
づ
く
り
支
援
事
業�

介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
平
準
化
に
つ
い
て�

会�

公�
開�
実�

績�

報�

告�

　
３
月
18
日
、八
竜
改
善
セ
ン
タ
ー
で「
三

種
町
新
・
元
気
づ
く
り
支
援
事
業
公
開
実

績
報
告
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
５
年
目
と
な
る
今
年
は
、
補
助
額
が
50

万
と
10
万
円
の
２
コ
ー
ス
で
募
集
、
35
団

体
が
採
択
さ
れ
、
報
告
会
で
は
、
う
ち
13

団
体
（
上
限
50
万
コ
ー
ス
）
が
３
分
間
の

プ
レ
ゼ
ン
（
残
る
団
体
は
書
類
審
査
）
に

よ
り
成
果
を
報
告
。
三
浦
町
長
、
荒
樋
豊

県
立
大
教
授
、
住
民
代
表
の
合
わ
せ
て
５

人
が
審
査
を
務
め
、
活
動
の
内
容
や
、
今

後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
な

が
ら
活
動
を
評
価
し
、
全
団
体
が「
合
格
」

と
な
り
ま
し
た
。�

　
報
告
会
の
後
に
は
懇
親
会
も
行
わ
れ
、

活
発
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
積
極
的
に
、
独
創
的
に
、
効
果
的
に
取

り
組
む
こ
と
で
元
気
あ
ふ
れ
る
三
種
町
に

つ
な
が
る
事
業
で
あ
れ
ば
、
補
助
対
象
経

費
の
10
分
の
９
以
内
、
50
万
円
を
限
度
と

し
て
補
助
し
ま
す
。
温
め
て
い
た
ア
イ
デ

ア
に
今
こ
そ
挑
戦
す
る
と
き
で
す
。�

�

対
象
　
町
内
在
住
者
５
名
以
上
の
団
体�

期
間
　
５
月
１
日
か
ら
翌
年
２
月
末
ま
で�

申
請
　
４
月
14
日
ま
で
　�

�

※
申
請
書
作
成
な
ど
を
企
画
政
策
課
で
お

手
伝
い
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。�

�

審
査
　
４
月
23
日（
日
）�

�

　
事
業
実
施
計
画
書
を
公
開
で
審
査
し
て
、

補
助
金
の
金
額
、
交
付
の
可
否
を
決
定
し

ま
す
。
ま
た
、
３
月
に
公
開
審
査
に
よ
り
、

補
助
金
を
確
定
し
ま
す
。�

�

※
企
画
政
策
課
企
画
係
で
、
過
去
に
実
施

し
た
事
業
の
申
請
書
、
実
績
報
告
書
も
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

�

　
介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
は
、

４
月
・
６
月
・
８
月
に
「
仮

徴
収
」
、
10
月
・
12
月
・
翌

年
２
月
に
「
本
徴
収
」
と
し

て
納
め
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
保
険
料
段
階
の
変

更
・
特
別
徴
収
回
数
の
変
更

な
ど
で
仮
徴
収
額
と
本
徴
収

額
の
差
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
方
が
お
り
、
こ
の
ま
ま
仮

徴
収
を
行
う
と
１
年
間
の
保

険
料
が
前
半
（
仮
徴
収
）
と

後
半
（
本
徴
収
）
で
偏
っ
た

ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。�

　
そ
こ
で
、
１
年
間
を
通
じ

て
保
険
料
が
で
き
る
だ
け
均

等
（
平
準
化
）
に
な
る
よ
う

に
、
６
月
と
８
月
の
介
護
保

険
料
の
仮
徴
収
額
を
変
更
し

ま
す
。�

　
な
お
、
対
象
者
に
は
４
月

下
旬
に
個
別
通
知
し
ま
す
。�

報告書類は全て公開され�
今後の取組の参考に�
�

プレゼンによる実績報告�

地
域
が
元
気
に
な
る
！�

　
　
　
　 

補
助
金
最
高
50
万
円
！�

�

平成29年度�

新
・
元
気
づ
く
り
支
援
事
業

元
気
づ
く
り
支
援
事
業�

新
・
元
気
づ
く
り
支
援
事
業�

参

加

団

体

募

集

�

◆申し込み・問い合わせ先 　企画政策課　企画係　　８５―４８１７�

◆申し込み・問い合わせ先　福祉課　介護保険係　　８５－２２４７�

※
仮
徴
収
額
と
本
徴
収
額
に

大
き
な
差
が
な
い
方
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
平

準
化
を
行
っ
て
も
再
度
、
保

険
料
段
階
の
変
更
な
ど
で
保

険
料
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、

年
度
内
で
の
保
険
料
の
変
動

が
大
き
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。�
「仮徴収」「本徴収」とは�

介護保険料の特別徴収平準化イメージ図�

仮徴収�

４月� 10月�６月� ８月�

　前年の所得が確定していないため、仮に算定され
た保険料（通常は前年度２月の特別徴収額と同額）
を納めていただきます。�

本徴収�

12月� 翌年２月�

　確定した年間保険料から、仮徴収で納めた額を差
し引き、残った額を３回に分けて納めていただきま
す。�

◎仮徴収額が低く、本徴収額が高い場合� ◎仮徴収額が高く、本徴収額が低い場合�

仮徴収�
今年度�前年度� 来年度�

本徴収�

引�上�

同額�

２�月 �４�月 �６�月 �８�月 �10�月 �12�月 �２�月 �４�月�

同額�

引�上�

仮徴収�
今年度�前年度� 来年度�

同額�

２�月 �４�月 �６�月 �８�月 �10�月 �12�月 �２�月 �４�月�

本徴収�

同額�

前�
化�
準�
平�

後�
化�
準�
平�

引�下� 引�下� 引�下�
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ホ
ワ
イ
ト
デ
ー

料
理
教
室
�

〜
大
切
な
人
へ
�

　
　
　
　
料
理
を
贈
ろ
う
〜
�

　
２
月
28
日
、
役
場
で
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
の
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
今
回
の
参
加
者
は
近
藤
貢
さ
ん
・
奈
美
さ
ん
夫
婦
（
大

町
）
の
お
子
さ
ん
で
10
月
６
日
に
生
ま
れ
た
洸
美
ち
ゃ
ん
、

児
玉
亮
太
さ
ん
・
咲
子
さ
ん
夫
婦
（
追
泊
）
の
お
子
さ
ん

で
10
月
17
日
に
生
ま
れ
た
琉
星
ち
ゃ
ん
で
す
。�

　
「
元
気
で
す
く
す
く
と
」「
健
康
で
や
さ
し
い
子
に
」
育
っ

て
欲
し
い
な
ど
、
我
が
子
の
成
長
へ
の
思
い
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。�

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
贈
呈
�

三
種
の
大
切
な

宝
〜
健
や
か
な
成
長
を
〜
�

ほ
の�

み�

り
ゅ
う�

せ
い�

　
３
月
４
日
、
町
主
催
の
男
女
共
同
参
画
事

業
と
し
て
「
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
料
理
教
室
」
が

琴
丘
地
域
拠
点
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
参
加
者
11
人
を
２
班
に
編
成
し
「
ケ
ー
キ

風
寿
司
」「
よ
せ
豆
腐
の
と
ろ
み
ス
ー
プ
」「
タ

ン
ド
リ
ー
チ
キ
ン
」「
り
ん
ご
の
カ
ラ
メ
ル
ソ

テ
ー
」
の
４
品
調
理
に
挑
戦
し
、
み
ん
な
で

会
話
し
な
が
ら
料
理
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。�

　
講
師
は
、
管
理
栄
養
士
の
田
中
美
樹
さ
ん

（
鯉
川
）。
参
加
者
は
田
中
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
い
な
が
ら
、
手
際
よ
く
丁
寧
に
、

食
材
を
活
か
し
た
料
理
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

料
理
後
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
あ
る
色
と
り
ど
り

の
料
理
の
完
成
を
讃
え
合
い
な
が
ら
、
食
事

を
楽
し
み
ま
し
た
。�

▲会話も楽しく料理づくり�

笑いと感動がいっぱい�

第６回長信田の森演劇公演「親父の音魂」�
　３月19日、ふるさと文化館で第６回目となる長信田の森診療クリニック

の演劇「親父の音魂」が公演されました。400人を超える多くの観客が詰め

かけ臨時席を設けるほどの盛況ぶりで会場は満員となりました。�

　この作品は、平成26年に初上演し、２度目となりました。脚本、演劇指

導した二ツ井町の工藤

慶悦さんが昨年11月

に病死し、追悼の意を

込めて再上演となりま

した。�

　この舞台は不登校や引きこもりを経験した若者たちが集う「長

信田の森」を題材としました。正に等身大の自分たちを真っ直

ぐに伝え、観客の共感と感動を呼んでいました。�

　太鼓を通じて、途切れかけた親子の魂を繋ぐ物語で社会から

引きこもっていた若者が、演劇で観客の心を引きこんでいまし

た。�▲迫真の演技で観客を魅了�

洸美ちゃん�琉星ちゃん� 洸美ちゃん�琉星ちゃん�
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３
月
14
日
、
役
場
で
能
代
市
山
本
郡

医
師
会
（
山
須
田
健
会
長
）
か
ら
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。�

　
医
師
会
の
石
川
副
会
長
か
ら
　
堂
副

町
長
へ
Ａ
Ｅ
Ｄ
一
台
の
他
、
救
護
マ
ッ

ト
や
小
児
用
パ
ッ
ド
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
を

周
知
す
る
シ
ー
ル
な
ど
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。�

　
こ
の
事
業
は
、
一
人
で
も
多
く
の
命

を
助
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
平
成
19
年
度

か
ら
毎
年
行
わ
れ
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど

10
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。�

　
今
回
で
11
台
目
と
な
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設

置
場
所
は
今
後
決
ま
り
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
役
場
や
体
育
館
、
公
民
館
な
ど
に

設
置
し
て
き
ま
し
た
。�

緊
急
時
に
備
え
て
�

能
代
市
山
本
郡
医
師
会
�

Ａ
Ｅ
Ｄ
寄
贈�

▲石川副会長から　堂副町長へ手渡される�

����
　
２
月
28
日
、
金
岡
保
育
園
で
、
山
本
地
区
更
生

保
護
女
性
の
会
（
北
林
テ
リ
子
会
長
）
と
民
生
児

童
委
員
協
議
会
山
本
支
部
（
藤
原
優
支
部
長
）
の

皆
さ
ん
に
よ
る
恒
例
行
事
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お

店
」
が
開
店
し
ま
し
た
。�

　
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
地
域
内
の
保
育
園

を
年
一
回
輪
番
制
で
回
っ
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。�

近
頃
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の「
め
へ
っ
こ
」

＝（
お
店
）で
、
少
な
い
小
遣
い
を
や
り
繰
り
し
な

が
ら
駄
菓
子
を
購
入
す
る
機
会
も
少
な
く
、
こ
の

お
店
で
楽
し
ん
で
も
ら
い
な
が
ら
、
金
銭
感
覚
も

養
っ
て
欲
し
い
と
企
画
し
て
い
る
そ
う
で
す
。�

　
子
ど
も
た
ち
は
、
手
作
り
の
お
金
と
財
布
を
用

意
し
て
、
好
み
の
駄
菓
子
や
お
も
ち
ゃ
を
大
き
な

袋
い
っ
ぱ
い
に
購
入
し
、
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ

て
い
ま
し
た
。�

「
お
店
屋
さ
ん

ご
っ
こ
」で�

地
域
と
交
流�

▲友達と一緒に買い物を楽しむ園児たち�

釜谷かもめ会�

手作り清拭タオル寄贈�

▲手作りのタオルを寄贈�

手づくり作品展示会を開催�

　２月17～18日、内鯉川自治会（田中勉会長）の婦

人部（田中末子部長）のみなさんが、手づくり作品展

示会を開催しました。�

　手づくりの押絵や羽子板、ひな人形、クラフトバッ

グ、墨絵など105点を出品。�

　展示会場の内鯉川集会所では、お茶を飲みながら作

品を鑑賞して会員の親睦を図り、子どもたちと一緒に

ひな祭りのお祝いもしました。�

　近隣の住民も多数見学に訪れ、連日賑わいを見せて

いました。�

　２月23日、釜谷かもめ会（牧野トミ会長）が特別

養護老人ホーム美幸苑を訪れ、手作りの清拭タオル約

5000枚を贈呈しました。入所者のために使用して欲

しいとの思いで企画、同女性部会の会員がそれぞれ自

宅などから布やタオルを持ち寄り、使いやすい大きさ

に裁断して、作りあげました。�

　牧野会長は、「今後も地域に役立つよう続けて行き

たい！」と意気込みを語ってくれました。�

目
を
見
張
る
作
品
の
数
々
�
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校
舎
修
繕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

第
11
回
連
合
婦
人
会
研
修
会�

　
２
月
25
日
、
パ
レ
ス
琴
丘
で
三
種
町
連
合
婦
人
会

（
大
山
陽
子
会
長
）
に
よ
る
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。�

　
今
年
の
研
修
会
は
、

議
会
議
員
と
の
懇
談

会
と
し
て
三
種
町
議

会
議
員
12
名
、
町
長
、

教
育
長
が
出
席
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
各

議
員
か
ら
町
の
未
来

に
対
す
る
意
見
を
聞

い
て
、
婦
人
会
員
と

活
発
な
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。�

　
２
月
26
日
、
八
竜
建
設
技
能
組
合
（
牧
野
善
悦
組

合
長
）
が
八
竜
地
域
３
小
中
学
校
で
校
舎
修
繕
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
約
50
年
前
か
ら

行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。�

　
掲
示
板
設
置
の

他
、
壁
塗
装
や
戸

車
取
替
、
ベ
テ
ラ

ン
の
技
で
校
内
環

境
を
整
備
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。�

　自治体が運動やスポーツの参加率を競う「チャレンジデー

2017」が５月31日（水）に開催されます。�

　今年のテーマは「スポーツで健幸ライフ」です。２年ぶり

の勝利と参加率60％以上を目指し、町民一致団結のもと頑

張りたいと思います。�

　当日午前０時から午後９時までの間に、15分以上継続して何らかの運動やスポーツをした住民の「参加率（％）」

を競うイベントです。運動やスポーツをした方は、チャレンジカードを各体育館等に提出していただくか、お電

話または、ファックスにてご報告ください。�

対戦相手は�
岩手県大槌町！�

5月31日（水）�
チャレンジデー2017

対戦相手は�
岩手県大槌町！�

5月31日（水）�
チャレンジデー2017

●お問い合わせ先　三種町教育委員会スポーツ係（琴丘総合体育館内）　87－2222

今年は全国128自治体が参加（63市１区51町13村）�今年は全国128自治体が参加（63市１区51町13村）�

2013年　31.7％（●）�
2014年　38.1％（○）�
2015年　45.6％（○）�
2016年　48.0％（●）�
2017年　　？　％（？）�

チャレンジデー参加方法�チャレンジデー参加方法�

過去参加率�
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町
で
は
、
高
校
・
専
門
学
校
・
大
学
等
の

学
生
を
対
象
に
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。�

�

１
、
応
募
の
資
格�

　
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
専
門
学

校
ま
た
は
、
短
大
・
大
学
に
在
学
し
、
次

の
各
項
に
該
当
す
る
方
。�

①
身
体
強
健
、
品
行
方
正
で
あ
り
、
学
業

成
績
が
優
良
で
あ
る
こ
と�

②
在
学
校
長
が
奨
学
生
と
し
て
推
薦
し
た
者�

③
町
内
に
居
住
す
る
者
の
子
弟
で
あ
る
こ
と�

④
学
資
金
の
支
弁
が
困
難
な
家
庭
で
あ
る

こ
と�

２
、
応
募
の
手
続�

　
奨
学
金
及
び
入
学
一
時
金
貸
付
願
の
手

続
に
関
す
る
書
類
（
奨
学
金
貸
付
申
請
書
、

成
績
証
明
書
等
）
は
、
三
種
町
教
育
委
員

会
、
ま
た
は
、
山
本
・
八
竜
公
民
館
及
び

三
種
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
く
ら
し
の
ガ
イ

ド
、
教
育
ス
ポ
ー
ツ
関
連
）
に
も
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。�

提
出
先
　
三
種
町
教
育
委
員
会
（
三
種
町

鹿
渡
字
東
二
本
柳
29
‐
３
）
ま
た
は
、
山

本
・
八
竜
公
民
館�

３
、
奨
学
金
及
び
入
学
一
時
金
の
貸
付
月
額�

①
高
等
学
校�

　
月
額
　
２
万
円
以
内�

　
入
学
一
時
金
　
10
万
円
以
内�

②
高
等
専
門
学
校
１
〜
３
年�

　
月
額
　
３
万
円
以
内�

　
入
学
一
時
金
　
10
万
円
以
内�

③
高
等
専
門
学
校
４
〜
５
年�

　
月
額
５
万
円
以
内�

④
専
門
学
校
・
短
大
・
大
学�

　
月
額
　
５
万
円
以
内�

　
入
学
一
時
金
　
30
万
円
以
内�

４
、
奨
学
金
及
び
入
学
一
時
金
の
貸
付
期
間�

①
奨
学
金
の
貸
付
期
間
は
、
そ
れ
を
受
け

る
に
至
っ
た
月
か
ら
在
学
す
る
学
校
の

正
規
の
修
業
年
限
ま
で�

②
　
入
学
一
時
金
の
貸
付
は
、
入
学
初
年

度
の
み�

５
、
奨
学
金
及
び
入
学
一
時
金
の
償
還�

　
奨
学
金
及
び
入
学
一
時
金
は
一
緒
に
、

奨
学
金
の
貸
付
の
終
わ
っ
た
翌
月
か
ら
起

算
し
て
６
カ
月
を
経
過
し
た
後
、
10
年
以

内
の
月
賦
又
は
年
賦
で
償
還
。
な
お
、
奨

学
金
及
び
入
学
一
時
金
は
無
利
子
で
す
。�

６
、
応
募
受
付�

①
期
間
　
　�

平
成
29
年
４
月
３
日（
月
）か
ら
平
成
29

年
４
月
28
日（
金
）ま
で�

②
時
間
　
　�

平
日
　
８
時
30
分
〜
17
時�

（
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）�

７
、
貸
付
決
定
　�

　
貸
付
の
可
否
は
、
５
月
末
日
ま
で
に
応

募
者
に
通
知
し
ま
す
。�

�

◆
問
い
合
わ
せ
先
　�

　
三
種
町
教
育
委
員
会
　
学
事
係
　�

　
　
８
７
‐
２
１
１
５�

２連覇した大町チーム２連覇した大町チーム�

平
成
平
成
29
年
度
年
度
　
三
種
町
奨
学
生
募
集

三
種
町
奨
学
生
募
集�
平
成
平
成
29
年
度
年
度
　
三
種
町
奨
学
生
募
集

三
種
町
奨
学
生
募
集�
平
成
29
年
度
　
三
種
町
奨
学
生
募
集�

　
山
本
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、
日

常
生
活
の
中
に
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
平
成
29
年
度
は
次
の

と
お
り
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
を
開
催
し
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。�

定
期
開
催
サ
ー
ク
ル�

①
定
例
ウ
オ
ー
キ
ン
グ�

　
５
月
か
ら
11
月
ま
で
、
毎
月
第
１
、
第

３
水
曜
日
に
角
助
沼
周
回
コ
ー
ス
を
実
施

し
ま
す
。�

●
集
合
場
所
　
山
本
体
育
館�

●
実
施
時
間
　
９
時
〜�

※
三
種
町
ク
ア
オ
ル
ト
ポ
イ
ン
ト
が
付
与

さ
れ
ま
す
。�

②
ミ
ニ
テ
ニ
ス
１�

　
毎
週
水
・
金
曜
日
に
実
施
し
ま
す
。�

●
実
施
場
所
　
山
本
体
育
館�

●
実
施
時
間
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分�

③
ミ
ニ
テ
ニ
ス
２�

　
毎
週
木
曜
日
に
実
施
し
ま
す
。�

●
実
施
場
所
　
山
本
体
育
館�

●
実
施
時
間
　
19
時
〜
21
時�

④
ユ
ニ
カ
ー
ル�

　
毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日
に
実
施
し
ま

す
。�

●
実
施
場
所
　
山
本
体
育
館�

●
実
施
時
間
　
13
時
30
分
〜
15
時�

※
三
種
町
ク
ア
オ
ル
ト
ポ
イ
ン
ト
が
付
与

さ
れ
ま
す
。�

⑤
３
Ｂ
体
操
教
室�

　
毎
月
第
１
・
第
３
金
曜
日
に
実
施
し
ま

す
。�

●
実
施
場
所
　
山
本
体
育
館�

●
実
施
時
間
　
13
時
30
分
〜
15
時�

※
三
種
町
ク
ア
オ
ル
ト
ポ
イ
ン
ト
が
付
与

さ
れ
ま
す
。�

⑥
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ�

　
毎
週
水
・
金
曜
日
に
実
施
し
ま
す
。�

●
実
施
場
所
　
あ
め
ふ
ら
ん
ど�

●
実
施
時
間
　
９
時
〜
15
時�

※
年
６
回
の
交
流
大
会
が
あ
り
ま
す
。�

申
込
受
付�

　
４
月
１
日
よ
り
随
時
受
付
し
ま
す
。�

申
込
方
法
　
加
入
す
る
方
は
、
年
会
費
・

保
険
料
（
希
望
す
る
方
）
を
添
え
て
山

本
体
育
館
（
　
８
３
‐
２
６
９
３
）
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

※
申
込
の
際
に
、
加
入
す
る
サ
ー
ク
ル
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。�

年
会
費
　
１
０
０
０
円
（
複
数
申
し
込
ん

で
も
会
費
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
）�

保
険
料
　
サ
ー
ク
ル
に
加
入
の
方
は
、
保

険
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。�

65
歳
未
満
の
方�

　
　
　
年
間
保
険
料
　:

１
８
５
０
円�

65
歳
以
上
の
方�

　
　
　
年
間
保
険
料
　:

１
２
０
０
円�

（
年
齢
は
、
Ｈ
29
・
４
・
１
現
在
）�

※
小
学
生
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
、
地
区
対
抗

野
球
交
流
大
会
、
８
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
等
交
流
大
会
等
の
各
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
は
、
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

◆
連
絡
先
　
山
本
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

事
務
局
（
琴
丘
総
合
体
育
館
内
　
　
８

７
‐
２
２
２
２
）�

山
本
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
�
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体
育
館
一
般
開
放
に�

つ
い
て�

　
今
年
度
も
引
き
続
き
、
琴
丘
・
山
本

・
八
竜
の
３
体
育
館
に
お
い
て
、
毎
週

月
曜
日
の
夜
間
を
一
般
開
放
し
ま
す
。�

●
毎
週
月
曜
日
　
17
時
〜
21
時
ま
で�

（
但
し
祭
日
を
除
く
）�

※
中
学
校
部
活
動
及
び
ス
ポ
少
活
動

等
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。�

　
こ
の
機
会
に
ど
う
ぞ
体
育
館
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。�

◆
問
合
せ
先
　
ス
ポ
ー
ツ
係�

　
　
８
７
‐
２
２
２
２�

三
種
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団�

交
流
会
開
催
!!
�

　
３
月
20
日（
月
）ゆ
め
す
た
で
町
内

団
員
指
導
者
約
１
７
０
名
が
交
流
し
、

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。�

　
今
回
は
、
日
本
体
育
大
学
か
ら
菊

池
直
樹
先
生
を
講
師
と
し
て
お
迎
え

し
、
運
動
前
の
ス
ト
レ
ッ
チ
や
正
し

い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
な
ど
を
教
わ
り

ま
し
た
。
参
加
し
た
小
学
生
、
指
導

者
は
熱
心
に
先
生
の
話
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。�

三
種
町
立
学
校
の
再
編�

計
画
に
つ
い
て
お
知
ら�

せ
し
ま
す�

　
平
成
27
年
２
月
に
学
校
統
合
の
手
引
き

が
改
訂
さ
れ
、
学
校
統
合
に
つ
い
て
の
国

の
方
針
や
基
準
が
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
り
新
た
な
三
種
町
立
学
校
の
再
編
を

検
討
す
る
た
め
、
平
成
28
年
11
月
に
三
種

町
学
校
再
編
検
討
委
員
会
を
設
置
し
ま
し

た
。�

　
検
討
し
た
内
容
に
つ
い
て
は
答
申
書
と

し
て
、
平
成
29
年
２
月
に
検
討
委
員
会
会

長
か
ら
教
育
委
員
長
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。�

　
答
申
書
の
内
容
は
、
小
学
校
は
10
年
間

現
状
維
持
と
す
る
が
、
山
本
地
域
は
再
検

討
す
る
、
中
学
校
は
５
年
間
現
状
維
持
と

す
る
も
の
で
し
た
。�

　
そ
の
答
申
に
つ
い
て
三
種
町
総
合
教
育

会
議
に
お
い
て
協
議
し
、
今
後
の
学
校
の

在
り
方
に
つ
い
て
は
、
答
申
を
尊
重
し
、

学
習
状
況
や
通
学
距
離
・
地
域
と
の
関
わ

り
な
ど
を
踏
ま
え
、
学
校
の
様
子
と
児
童

生
徒
数
の
推
移
を
見
て
い
く
こ
と
で
の
現

状
維
持
と
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
町
の
バ
ス
を
利
用
し
て
合
同
で

体
育
や
音
楽
の
授
業
を
行
う
こ
と
も
可
能

で
あ
り
、
人
数
に
関
係
な
く
教
育
の
質
を

高
め
る
こ
と
。
ま
た
、
子
ど
も
の
社
会
性

も
交
流
な
ど
で
補
え
る
た
め
、
学
校
間
連

携
な
ど
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。�

�

●ウォーキングサークル�

　年会費　2000円�

・秋田県内外各地への移動ウォーキングを、初夏・秋

の２回実施予定としています。�

●活き活き健康サークル�

　年会費　1000円�

・通年として毎月第２・第４火曜日に八竜体育館を主

とし、ユニカール・ミニテニス・バドミントンなど

色々な軽スポーツを実施予定です。�

●３Ｂ体操健康サークル�

　年会費　1000円�

・通年として毎月第２・第４水曜日に八竜改善センタ

ーを主とし、活動予定です。�

※全サークル申込みの方につきましては参加料2000円と

させていただきます。�

◆申込方法　�

　年会費を八竜体育館（　85－2930）へお届けくだ

さい。なお、入会受付は随時行っております。�

平成29年度八竜地域スポーツ�
クラブサークル会員募集！�
平成29年度八竜地域スポーツ�
クラブサークル会員募集！�

【任期：平成29年４月１日～平成31年３月31日】�

赤　川　秀　悦　　荒　川　久美子　　岩　谷　金　利�

加賀谷　　　寿　　加　藤　一　喜　　北　林　和歌子�

工　藤　貴美子　　腰　丸　重　一　　小　玉　正　人�

近　藤　さおり　　斉　藤　浩　幸　　佐々木　文　治�

佐　藤　圭　悟　　志戸田　友　彦　　杉　山　俊　一�

杉　山　宏　子　　成　田　久美子　　畠　山　篤　美�

牧　野　克　資　　三　浦　由　明　　三　浦　和　也�

三　浦　勝　子　　渡　辺　　　伸　　渡　辺　友　美�

渡　部　千穂子�

三種町スポーツ推進委員決定�
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● 教育委員会�
　 総務係・学事係（琴丘地域拠点センター内）�87－2115�
　 生涯学習係（琴丘地域拠点センター内）�
　 スポーツ係（琴丘総合体育館内）�

87－2113�
87－2222�

● 琴丘公民館　�87－3232�
● 山本公民館　�83－2354
● 八竜公民館　�85－2177�

生涯学習に関する�
申し込み・�
問い合わせ先�

４
月
の
教
育
委
員
会
定
例
会�

18
日
14
時
〜
　
琴
丘
地
域
拠
点
セ
ン
タ
ー�

�

３
月
の
教
育
委
員
会
の
主
な
活
動�

１
日
　
臨
時
議
会�

　
　
　
臨
時
全
員
協
議
会�

　
　
　
臨
時
教
育
委
員
会�

６
日
　
琴
丘
地
域
校
外
生
活
指
導
協
議
会�

９
日
　
社
会
教
育
委
員
会�

　
　
　
ふ
る
さ
と
学
習
交
流
会
担
当
者
会�

11
日
　
中
学
校
卒
業
式�

14
日
　
小
学
校
卒
業
式�

17
日
　
臨
時
校
長
会�

18
日
　
保
育
園
卒
園
式�

20
日
　
三
種
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
会�

21
日
　
教
育
委
員
会
定
例
会�

23
日
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
実
行
委
員
会�

30
日
　
ラ
ジ
オ
体
操
モ
デ
ル
地
域
表
彰
式�

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
�

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
�

　
広
報
み
た
ね
３
月
号
の
せ
せ
ら
ぎ
「
三
種

町
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
栄
誉
賞
」
の
氏
名
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。�

（
正
）
・
児
玉
　
樹
理�

（
誤
）
・
児
玉
　
樹
里�

　
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
を

お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
訂
正
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。�

　
今
後
こ
の
よ
う
な
ミ
ス
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
、
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
す
。�

お
詫
び
と
訂
正�

美点�
凝視�
美点�
凝視�

★
心
に
残
る
感
動
的
な
卒
園
・
卒
業
式�

　
一
人
ひ
と
り
の
表
情
が
穏
や
か
で
、
き
り
っ
と

し
た
姿
勢
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
が
い
か
に
充

実
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
う
か
が
え
ま
し
た
。
ま

さ
に
「
巣
立
ち
」
に
ふ
さ
わ
し
い
式
で
し
た
。
感

動
的
な
卒
園
・
卒
業
式
に
、
子
ど
も
た
ち
や
多
く

の
保
護
者
の
方
が
涙
を
流
し
て
い
る
の
が
印
象
的

で
し
た
。�

　
先
生
の
呼
名
に
対
す
る
「
返
事
」
、
送
辞
や
答
辞
な
ど
が
と
て
も
立
派
で

し
た
。�

　
私
が
出
席
し
た
保
育
園
や
学
校
で
は
、
歌
を
交
え
た
「
贈
る
こ
と
ば
」
や

「
巣
立
ち
の
こ
と
ば
」
が
述
べ
ら
れ
、
歌
や
合
唱
は
「
旅
立
ち
の
日
に
」
や

「
き
み
に
会
え
て
」
、
「
さ
よ
な
ら
ぼ
く
た
ち
の
ほ
い
く
え
ん
」
な
ど
素
晴

ら
し
か
っ
た
で
す
。�

　
中
学
校
の
卒
業
生
は
、
転
校
し
て
き
た
子
、
６
年
保
育
の
子
も
い
ま
す
が
、

ほ
と
ん
ど
の
子
は
保
育
園
３
年
間
、
小
・
中
学
校
９
年
間
、
合
わ
せ
て
12
年

間
を
共
に
過
ご
し
、
こ
の
４
月
か
ら
は
別
々
の
道
を
歩
き
始
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。�

　
道
は
違
っ
て
も
、
友
達
や
故
郷
を
大
切
に
し
て
く
れ
る
と
信
じ
ま
す
。�

★
三
種
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
会�

　
本
町
と
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
」
で
協
定
・
締
結
し
て
い
る
日
本
体
育

大
学
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
専
門
の
先
生
を
お
招
き
し

て
開
催
し
ま
し
た
。
団
員
や
指
導
者
、
保
護
者
１

７
０
名
が
参
加
。
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
様
々
な
運
動
を
行
い
「
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
の
が

難
し
か
っ
た
」
や
「
体
を
ね
じ
る
の
が
大
変
だ
っ

た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
の
要

素
を
取
り
入
れ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
取
り
組
み
、

思
い
っ
き
り
楽
し
み
、
汗
い
っ
ぱ
い
で
満
足
な
様

子
で
し
た
。
「
普
段
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
取
り
入

れ
た
い
」
と
い
う
意
気
込
み
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

多
く
の
皆
さ
ま
の
参
加
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た

よ
い
交
流
会
で
し
た
。（
教
育
長
　
鎌
田
　
義
人
）�

４月のスポーツ行事�
月　　日�

4月1日～2日�

4月1日～2日�

4月9日�

4月22日～23日�

4月22日～23日�

4月22日～23日�

大会名（競技名）�

スプリングカップ2017高校男子選抜バスケットボール三種大会�

第10回フレンドリーカップinみたね（ミニバス女子）�

第８回白神カップ小学生卓球大会�

山本郡春季総体（バスケットボール）�

山本郡春季総体（ソフトテニス）�

第17回山本ロータリークラブスポーツ少年団野球大会�

場　　所�

琴丘総合体育館�

山本体育館�

山本体育館�

琴丘総合体育館�

スカルパテニスコート�

山本野球場�
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国民年金受給予定者を対象にした相談を年金窓口で�
行っています。お気軽にご相談ください。�

国民年金保険学生納付特例制度のご案内�

国民年金保険学生納付特例申請について�

◆問い合わせ先　�
　秋 田 年 金 事 務 所　　018－865－2392�
　琴丘総合支所地域生活係　　87－3516

�
健康推進課国保年金係　　85－2137�
山本総合支所地域生活係　　83－2115

　20歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入しなければなりません。しかし、学生の方は一般的に所得
が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」が
あります。�
　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び
各種学校（修業年限1年以上である課程）に在学する学生等で、ご本人の前年所得が次の計算式で計算した金額
以下であることが条件です。�

　学生納付特例制度により、平成28年度に保険料納付を猶予されていて、平成29年度も引き続き在学予定の方へ、
３月下旬に基礎年金番号等が印字されたハガキ形式の学生納付特例申請書を送付します。�
　同一の学校に在学されている方は、このハガキに必要事項を記入し返送いただくことにより、平成29年度の
申請ができます。（この場合、在学証明書または学生証の写しの添付は不要です。）�
　なお、平成29年度は学生納付特例制度を利用せず、保険料の納付を希望される場合は納付書を送付いたしま
すので、お手数ですがお近くの年金事務所にご連絡ください。�

〈所得のめやす〉118万円＋｛扶養親族等の数×38万円｝�

◎学生納付特例制度のメリット�
　・病気やけがで障害が残ったときも障害基礎年金を受け取ることができます。�
　　例） 在学中のスポーツのけが、病気や事故に備えられます。�
　・年金を受け取るために必要な期間（受給資格期間） に算入されます。�

（※1）　障害基礎年金および遺族基礎年金を受け取るためには一定の要件があります。�
（※2）　保険料を10年以内に納付（追納）すると年金額に反映されます。�

「納付」と「学生納付特例」と「未納」はこのように違います�

老齢基礎年金�

受給資格期間への算入�

納　　　　付�

学生納付特例�

未　　　　納�

〇�

〇�

×�

〇�

〇�

×�

〇�

×�

×�

年金額への反映� 受給資格期間への算入�

障害基礎年金（※1）・遺族基礎年金�

（※2）�
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インフォメーション�橋
本
五
郎
文
庫
開
設
６
周
年�

「
櫻
井
よ
し
こ
」講
演
会�

お
と
も
苑
か
ら
の
お
知
ら
せ�

公
共
職
業
訓
練
６
月
期�

生
を
募
集
し
ま
す�

������������

　
　
橋
本
五
郎
文
庫
で
は
開
設

６
周
年
を
記
念
し
、
櫻
井
よ
し

こ
氏
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。�

　
入
場
無
料
で
す
。
た
く
さ
ん

の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。�

●
と
き
　
４
月
27
日（
木
）�

　
13
時
30
分
よ
り（
13
時
開
場
）�

●
と
こ
ろ
　
橋
本
五
郎
文
庫�

●
テ
ー
マ�

　「
こ
の
国
の
行
方�

　
　
　
日
本
の
あ
る
べ
き
姿
」�

※
橋
本
五
郎
氏
と
の
対
談
も
あ�

　
り
ま
す
。�

※
日
本
を
代
表
す
る
論
客
の
お

話
を
聞
き
、
交
歓
で
き
ま
す
。�

※
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。�

問
い
合
わ
せ
先
…�

橋
本
五
郎
文
庫�

（
　
８
７
‐
３
１
７
７
）�

��

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
旧
主
要

戦
域
等
に
お
い
て
戦
没
者
を
慰

霊
す
る
た
め
、
ご
遺
族
を
対
象

と
し
た
慰
霊
巡
拝
を
実
施
し
て

い
ま
す
。�

　
平
成
29
年
度
は
次
の
地
域
で

実
施
予
定
で
す
。
参
加
希
望
等
、

詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

（
実
施
地
域
）�

旧
ソ
連
、
中
国
、
硫
黄
島
、
マ

ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
、

ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
東
部
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア�

問
い
合
わ
せ
先
…�

秋
田
県
健
康
福
祉
部
　
福
祉
政

策
課
　
監
査
・
援
護
班�

（
　
０
１
８
‐
８
６
０
‐
１
３

１
８
）�

������

●
事
業
予
定
区
域�

　
三
種
町
、
能
代
市
、
八
峰
町

に
ま
た
が
る
地
域�

●
縦
覧
場
所
　�

　
役
場
本
庁
１
階
ロ
ビ
ー�

●
縦
覧
期
間�

　
４
月
22
日（
土
）ま
で�

　
９
時
〜
17
時
（
土
曜
・
日
曜
・

祝
日
を
除
く
）�

●
意
見
受
付
　�

　
４
月
22
日（
土
）17
時
ま
で�

●
意
見
の
提
出
先�

　
備
え
付
け
の
意
見
書
箱
に
投

函
頂
く
か
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。�

問
合
せ
・
提
出
先
…�

能
代
山
本
広
域
風
力
事
業
組
合

事
務
局
　
大
森
建
設
㈱
技
術
営

業
部�

〒
０
１
６
‐
０
１
７
１
　
能
代

市
河
戸
川
字
北
西
山
48
‐
１�

　
５
５-

１
５
２
５�

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５-

２
２
８
８�

���

●
訓
練
期
間
　�

　
６
月
14
日
〜
12
月
26
日�

　
　
　
　
　
　
　
　（
７
か
月
）�

●
訓
練
会
場�

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田�

　
　
　
　
　
　
　
　（
潟
上
市
）�

●
訓
練
料
・
定
員�

　
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
科�

　（
若
年
者
コ
ー
ス
）・
15
名�

　
建
築
Ｒ
Ｃ
施
工
科�

　（
若
年
者
コ
ー
ス
）・
10
名�

●
募
集
期
間�

　
４
月
14
日
〜
５
月
11
日�

●
受
講
料
　
無
料�

　（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
自
己
負
担
）�

●
応
募
資
格
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
求
職
申
込
を
さ
れ
た
方
で
、

新
た
な
技
術
・
技
能
を
身
に
つ

け
て
再
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方�

問
い
合
わ
せ
先
…�

秋
田
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋

田
）
訓
練
課
　
受
講
者
第
一
係�

（
　
０
１
８
‐
８
７
３
‐
３
１

７
８
）�

�

�　
生
き
生
き
学
習
は
年
齢
を
問

わ
ず
一
般
の
方
が
た
が
自
由
に

参
加
で
き
る
教
室
で
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

●
歌
謡
教
室�

　
４
月
22
日
　
13
時
〜
16
時�

※
４
月
の
休
館�

　
３
、
10
、
17
、
24
日�

問
い
合
わ
せ
先
…�

高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
お
と
も
苑�

（
　
５
８
‐
５
２
９
５
）�

��

　
無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ�

●
相
談
内
容
　
不
動
産
・
会
社

・
法
人
の
登
記
、
多
重
債
務
、

成
年
後
見
等�

●
面
談
に
よ
る
相
談
（
事
前
に

必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す
）�

　
毎
月
先
着
順
に
８
件
ま
で�

　【
予
約
専
用
電
話
】　�

　
０
１
８
‐
８
２
４
‐
０
０
５
５�

●
開
催
日
　�

・
５
月
10
日
　
17
時
〜
19
時�

・
６
月
14
日
　
17
時
〜
19
時�

●
と
こ
ろ
　
能
代
商
工
会
館�

●
予
約
締
切
　�

　
前
週
金
曜
日
15
時�

問
い
合
わ
せ
先
…�

秋
田
県
司
法
書
士
会�

（
　
０
１
８
‐
８
２
４
‐
０
１

８
７
）�

���
●
と
き
　
５
月
12
日�

　
　
　
13
時
30
分
〜
16
時
ま
で�

●
と
こ
ろ
　
秋
田
地
方
・
家
庭

裁
判
所
、
秋
田
地
方
検
察
庁
、

秋
田
地
方
法
務
局�

●
募
集
人
員
　
40
人�

　
　
（
予
約
制
、
参
加
無
料
）�

●
申
込
受
付�

　
４
月
24
日
〜
５
月
10
日
ま
で�

　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

（
①
申
し
込
み
行
事
、②
氏
名
、

③
人
数
、④
連
絡
先
を
明
記
）�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…�

秋
田
地
方
・
家
庭
裁
判
所
事
務

局
　
総
務
課
　
庶
務
係�

（
　
０
１
８
‐
８
２
４
‐
３
１

２
１
　
内
線
５
９
０
）�

��

�●
期
日
お
よ
び
会
場
　�

【
９
月
２
日
】�

・
陸
上
競
技�

　
八
橋
運
動
公
園�

・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク�

　
八
橋
運
動
公
園�

【
９
月
９
日
】�

・
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス�

　
秋
田
県
心
身
障
が
い
者�

　
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー�

・
ボ
ウ
リ
ン
グ�

　
ロ
ッ
ク
ン
ボ
ウ
ル�

【
９
月
16
日
】�

・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー�

　
秋
田
県
勤
労
身
体
障
が
い
者�

　
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー�

・
一
般
卓
球�

　
県
立
体
育
館�

【
９
月
17
日
】�

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル�

　
県
立
体
育
館�

【
10
月
14
日
】�

・
水
泳
　
県
立
総
合
プ
ー
ル�

●
申
し
込
み
方
法
　�

　
４
月
下
旬
に
福
祉
課
よ
り
関

係
書
類
を
配
布
し
ま
す
。�

問
い
合
わ
せ
先
…�

秋
田
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協

会
　
事
務
局�

（
　
０
１
８
‐
８
６
４
‐
２
７

５
０
）�

�

三
庁（
裁
判
所
・
検
察
庁
・�

法
務
局
）見
学
ツ
ア
ー�

平
成
29
年
度
慰
霊
巡
拝�

能
代
山
本
広
域
風
力
事�

業
組
合（
仮
称
）能
代
山�

本
広
域
風
力
発
電
事
業�

計
画
段
階
環
境
配
慮
書�

を
縦
覧
し
て
い
ま
す�

秋
田
県
司
法
書
士
会�

第
15
回
　
秋
田
県
障
が
い
者�

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
お
知
ら
せ�



日�曜日� 行　　　　　事　　　　　名�

1�

2�

3�

4�

5�

6�
�

7�
�

8�

9�

10�

11�

12�

13�

14�

15�

16�

17�
�

18�
�
�
�

19�
�
�

20�
�

21�

22�

23�

24�

25�

26�
�

27�
�

28�

29�

30

土�

日�

月�

火�

水�

木�
�

金�
�

土�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

月�
�

火�
�
�
�

水�
�
�

木�
�

金�

土�

日�

月�

火�

水�
�

木�
�

金�

土�

日�

入園をお祝いする会（9：30～　浜口保育園、鵜川保育園）�

春の火災予防運動　～８日�

八竜幼稚園入園式（9：30～　八竜幼稚園）�

新しいお友達を迎える会（10：00～　琴丘保育園、下岩川保育園、森岳保育園、金岡保育園）�

健康相談・じょもんコーヒーサロン（琴丘地域拠点センター　9：30～11：30）�

春の全国交通安全運動　～15日�

小学校入学式（各小学校　10：00～）�
中学校入学式（各中学校　13：30～）�
２歳児歯科健診（保健センター）�

�

秋田県知事選挙及び秋田県議会議員補欠選挙投票日�

�

わくわくひろば「わくわくひろばへいらっしゃい！」（琴丘保育園　9：30～11：30）�

メロンキッズひろば「メロンキッズひろばにようこそ！」（八竜改善センター　9：30～11：30）�

ドラえもんひろば「はじめまして！どらえもんひろば」（森岳保育園　9：30～11：30）�

�

�

あきたビューティフルサンデー　全町・八郎湖クリーンアップ�

�

琴丘地域行政相談所開設（ひまわりセンター　10：00～12：00）�
健康相談・コーヒーサロン（山本公民館　9：30～11：30）�
健康相談・コーヒーサロン（金陵の館　13：30～15：30）�
わくわくひろば「おさんぽしよう！（発育測定）」（琴丘保育園　9：30～11：30）�

山本地域行政相談所開設（山本公民館　10：00～12：00）�
八竜地域行政相談所開設（浜口地区館　10：00～12：00）�
がん患者の集い（保健センター　13：30～16：00）�
メロンキッズひろば「みんなで遊びましょう」（八竜改善センター　9：30～11：30）�

３歳児健診（保健センター）�
ドラえもんひろば「すくすく発育測定」(森岳保育園　9：30～11：30)�

�

�

新・元気づくり支援事業公開審査会（八竜改善センター　13：30～）�

健康相談・コーヒーサロン（すいらんの館　13：30～15：30）�

わくわくひろば「こいのぼりを作ろう！」（琴丘保育園　9：30～11：30）�

メロンキッズひろば「こいのぼりを作ろう」（八竜改善センター　9：30～11：30）�

乳児健診（保健センター）�
健康相談・おしゃべりサロン（八竜改善センター　13：30～15：30）�
ドラえもんひろば「こいのぼりをつくりましょう！」(9：30～11：30)�

時間外収納窓口（役場税務課、山本・琴丘総合支所　17：15～19：00）�

昭和の日�

平成29年4月� 38編集発行：三種町企画政策課　〒018－2401 秋田県山本郡三種町鵜川字岩谷子8番地　TEL 0185－85－4818　FAX 0185－85－2178�

URL http://www.town.mitane.akita.jp　E-mail mitane@town.mitane.akita.jp　印刷：東北印刷㈱�

　毎月「広報みたね」の最初を飾る特集ペ

ージ、その編集を協力してくれたＫさんが

町を離れることになり、「みたねーしょん」

のページが彼女の卒業作品となりました。�

　三種町を愛する「みたねーしょん」の皆

さんの、明るく前向きな姿を楽しく綺麗な

紙面に仕上げてくれました。�

　この場をお借りしＫさんに感謝申し上げ

ます。「１年間ありがとうございました」。�

　これからも、広報みたねは行政と町の皆

さんをつなぐ架け橋として職員一同頑張り

ます。�

　本年度も、よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　（将）�

●人　口�17,349人�（　　）�

【男】� 8,029人�（　　）�

【女】� 9,320人�（　　）�

●世帯数� 6,945戸�（　　）�

※平成29年２月末現在、（  ）内前月比�

－22

－ 6

－16

－ 2


